
浄
法

寺
保

育
園

の
年

長
ク

ラ
ス

の
み

な
さ

ん

に
の
へ

市
議
会
だ
よ
り

　
６

月
１

日
   発

  行
令

和
 元

年

51
号

３
月

定
例

会
　

            
―

　
Ｃ

Ｏ
Ｎ

Ｔ
Ｅ

Ｎ
Ｔ

Ｓ
　

―
定

例
会

及
び

当
初

予
算

の
概

要
・

・
２

予
算

特
別

委
員

会
・

・
・

・
・

・
・

３
条

例
・

補
正

予
算

な
ど

  ・
・

・
・

・
７

討
論

な
ど

  ・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

９
審

議
結

果
、

賛
否

の
公

表
・

・
・

１
０

一
般

質
問

・
・

・
・

・
・

・
・

・
１

１
市

長
演

述
等

に
対

す
る

質
問

  ・
・

２
０

令
和

へ
つ

な
ぐ

こ
ど

も
た

ち
の

笑
顔
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定 例 会 及 び 当 初 予 算 の 概 要 　 　

平
成
31
年
度
予
算
全
９
会
計
を
可
決

　

  　
　
　

 

新
時
代
を
切
り
拓
く
積
極
的
予
算

３月
定例会

会　　　計　　　別 予　算　額
前年度対比

金　額 増減率

水道事業会計

収益的収入 　 6 億 5,872 万円  765 万円 1.2％

収益的支出   6 億 4,630 万円 850 万円 1.3％

資本的収入      ３億 9,413 万円 △ 1 億 1,363 万円 △ 22.4％

資本的支出     ６億 4,902 万円 △ 1 億 282 万円 △ 13.7％

平成 31 年度当初予算額（会計別）

会　　　計　　　別 予　算　額
前年度対比

金　額 増減率
一　　般　　会　　計　  167 億円 ９億円 5.7％

特　

 

別　

 

会　

 

計

 国民健康保険  
 特  別  会  計

事 業 勘 定 　 31 億 4,887 万円 △１億 4,883 万円  △ 4.5％

診療施設勘定 　   2 億 1,768 万円 △ 6,912 万円 △ 24.1％ 

 下水道事業特別会計       8 億 4,622 万円 680 万円  0.8％

 生活排水処理事業特別会計           １億 578 万円 3,334 万円 46.0％

 簡易水道事業特別会計           9,593 万円 212 万円 2.3％

 土地区画整理事業特別会計      12 億 438 万円 8,254 万円 7.4％

 介護サービス事業特別会計      208 万円 0 万円 0.0％

 後期高齢者医療特別会計       3 億 162 万円 △ 2 万円 0.0％

計    226 億 2,257 万円 8 億 681 万円 3.7％

※端数処理のため計が一致しない部分があります。

　

平
成
31
年
度
予
算
は
、
新
時
代

を
切
り
拓
く
予
算
と
し
て
、「
地

方
創
生
の
推
進
」「
稼
ぐ
ま
ち
づ

く
り
」「
漆
産
業
の
振
興
」「
子
育

て
支
援
の
充
実
」「
未
来
に
向
け

た
人
づ
く
り
」
の
５
つ
の
主
要
施

策
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
の

 

一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
は
１
６
７
億
円

　３月定例会は、２月 20 日から３月 14 日までの 23 日間開催されました。
　初日には、次年度の方針を述べる市長演述と教育施政方針説明も行われた本定例会。本会議や
予算特別委員会、常任委員会等で活発な議論が交わされ、審議の結果、平成 31 年度予算案など
市長から提出された議案 47 件と諮問１件が全て原案のとおり可決、同意、適任とされました。
　また、請願１件が趣旨採択とされたほか、議員から提出された発議案２件が可決されました。

編
成
。

　

一
般
会
計
と
７
つ
の
特
別
会
計

の
総
額
は
２
２
６
億
２
２
５
７
万

円
で
、
そ
の
う
ち
一
般
会
計
予

算
は
前
年
度
よ
り
９
億
円
増
の

１
６
７
億
円
と
な
り
ま
し
た
。
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当初予算をチェック！

財
政
調
整
基
金

問
前
年
度
対
比
で
起
債
が
５
億

円
増
え
て
財
政
調
整
基
金
が

12
億
円
と
な
る
が
今
後
の
見
通

し
は
ど
う
か
。

答 

起
債
の
増
の
要
因
は
防
災
無

線
整
備
と
金
田
一
温
泉
へ
の
出

資
が
大
き
な
要
因
で
あ
り
、
財

政
調
整
基
金
は
平
成
30
年
度
の

決
算
見
込
み
で
は
３
億
円
ぐ
ら

い
積
立
が
予
想
さ
れ
る
。
今
後

も
厳
し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
る

の
で
、
財
政
支
援
の
あ
る
起
債

発
行
等
財
源
確
保
に
努
め
な
が

ら
健
全
な
財
政
運
営
を
し
て
い

く
。

観
光
地
づ
く
り
推
進
事
業

問 

観
光
地
づ
く
り
推
進
事
業
の

具
体
的
な
内
容
は
何
か
。

答 

観
光
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
育
成
す
る
た
め
、
二
戸
市
観

光
協
会
に
委
託
し
て
勉
強
会
の

開
催
等
を
考
え
て
い
る
。
テ
ロ

ワ
ー
ル
事
業
で
は
、
情
報
発
信

や
観
光
地
の
受
け
皿
づ
く
り
を

進
め
た
い
。
実
際
に
３
地
区（
金

田
一
温
泉
地
区
、
九
戸
城
跡
周

一

般

会

計

予

算

辺
地
区
、
天
台
寺
周
辺
地
区
）

を
回
っ
て
体
験
で
き
る
よ
う
な

ル
ー
ト
づ
く
り
の
組
み
立
て
を

考
え
な
が
ら
、
あ
わ
せ
て
海
外

か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
け

入
れ
も
検
討
す
る
。

公
民
連
携
ま
ち
再
生
事
業

問 

ま
ち
づ
く
り
会
社
（
㈱
カ
ダ

ル
ミ
ラ
イ
）
が
担
う
役
割
は
ど

う
い
う
も
の
か
。

答 

公
民
連
携
事
業
構
想
に
基

づ
い
て
、
地
方
創
生
の
連
携
協

定
を
締
結
し
た
金
融
機
関
や
企

業
な
ど
の
民
間
や
市
が
出
資
を

し
、
公
民
連
携
事
業
を
担
う
会

社
を
設
立
し
た
も
の
。
金
田
一

温
泉
地
区
に
お
け
る
事
業
の
企

画
及
び
運
営
全
体
を
行
う
。

問 

特
定
目
的
会
社
（
Ｓ
Ｐ
Ｃ
）

（
㈱
カ
ダ
ル
エ
ス
テ
ー
ト
）
が
担

う
役
割
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

答 
不
動
産
の
保
有
、
管
理
を
行

う
。
新
温
泉
セ
ン
タ
ー
等
の
施

工
者
と
し
て
工
事
費
の
資
金
調

達
を
行
う
。

問 

公
園
施
設
の
設
置
、
管
理
を

行
う
事
業
者
を
公
募
す
る
理
由

は
何
か
。

答 

パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ
制
度
（
公
募

　全議員で構成される予算特別委員会では、委員長に
及川正信議員が、副委員長に田村隆博議員が選出され
ました。

予算特別委員会

　委員会と所管の分科会において平成 31 年度の各会計歳入歳出予算の審議が行われ、一般会計と７つ
の特別会計、水道事業会計の合わせて９会計全ての予算が可決されました。

平成 31 年度の 主な目玉事業

GI 登録した浄法寺漆について、
岩手県浄法寺漆生産組合と連
携して生産強化・品質安定化
に取り組み、漆振興のシンボ
ルとなる「うるわしの森」を
民間団体と連携して整備

漆振興事業　　　　2,749 万円

良質な葉たばこの生産に向け、
立枯れ病対策とあわせて収量
増 加 に も 繋 が る 対 策 と し て、
地力増進剤による土づくりに
要する経費を補助

葉たばこ地力増進支援事業費補助金
　　　　　　 　1,019 万円

地域の特性を生かして高付加
価値を創出し、地域の事業者
に波及効果を及ぼす地域経済
牽引事業を支援

地域経済牽引事業補助金
　　　　　1 億円

魅せる地域を発信・案内でき
る観光コーディネーターを育
成しながら、にのへ型テロワー
ルによる稼ぐ地域づくりを推
進

観光地づくり推進事業
　 4,465 万円

　 　 予 算 特 別 委 員 会
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の
繰
り
入
れ
金
額
を
見
込
み
な

が
ら
、
32
年
度
末
に
は
１
憶

５
０
０
０
万
円
程
度
残
高
を
準

備
す
る
必
要
が
あ
る
。

問 

土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
り

整
備
し
て
い
る
二
戸
駅
東
口
の

構
想
、
デ
ザ
イ
ン
及
び
二
戸
の

玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
姿
を
示

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答 

住
民
の
皆
さ
ん
や
土
地
所

有
者
の
意
向
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
等
踏
ま
え
な
が
ら
、
玄
関
口

と
し
て
歩
け
る
よ
う
な
工
夫
を

し
、
有
利
な
補
助
金
を
活
用
し

な
が
ら
早
期
完
成
に
努
め
て
い

る
。
構
想
、
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い

て
は
、
当
初
の
計
画
と
違
っ
て

き
て
い
る
の
で
、
現
状
に
合
っ

た
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
い

く
。

た
め
、
訪
問
活
動
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
、
宿
泊
型
の
産
後
ケ
ア
を

考
え
て
い
る
か
。

答 

本
年
度
か
ら
産
後
２
週
間
産

婦
健
診
、
産
後
１
カ
月
産
婦
健

診
を
中
心
に
実
施
し
、
産
後
う

つ
の
予
防
・
防
止
等
に
つ
な
げ

る
た
め
、
病
院
で
の
受
診
結
果

を
保
健
師
と
共
有
し
て
、
保
健

師
・
助
産
師
が
家
庭
訪
問
す
る

た
め
の
資
料
を
得
な
が
ら
対
応

す
る
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
家
庭

訪
問
し
た
際
に
時
間
を
か
け
て

お
話
を
聞
い
て
対
応
す
る
が
、

宿
泊
型
は
難
し
い
。　

問 

平
成
30
年
度
末
の
財
政
調
整

基
金
残
高
が
１
億
２
０
０
０
万

円
増
額
と
な
る
要
因
は
何
か
。

答 

被
保
険
者
が
減
少
し
て
い

る
の
で
全
体
の
医
療
費
が
多
く

な
っ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
。

国
保
税
の
改
正
は
、
平
成
30
年

度
か
ら
32
年
度
ま
で
の
３
年
間

を
見
込
ん
で
い
る
。
基
金
残
高

に
つ
い
て
は
31
年
度
、
32
年
度

設
置
管
理
制
度
）
を
活
用
し
、

都
市
公
園
と
収
益
施
設
部
分
を

一
体
的
に
整
備
す
る
事
業
者

を
公
募
に
よ
り
選
定
す
る
こ
と

で
、
設
置
管
理
許
可
期
間
の
特

例
（
20
年
）、建
ぺ
い
率
の
特
例
、

整
備
費
の
公
園
管
理
者
（
市
）

の
一
部
負
担
等
の
特
例
措
置
が

適
用
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。

問 

ま
ち
づ
く
り
会
社
等
が
赤
字

経
営
、
破
産
し
た
際
の
リ
ス
ク

分
担
は
ど
う
な
る
か
。

答 

ま
ち
づ
く
り
会
社
及
び
特
定

目
的
会
社
に
対
し
て
50
％
を
超

え
る
出
資
を
予
定
し
て
お
り
、

ま
た
建
設
費
に
対
し
て
も
２
憶

円
の
出
資
を
予
定
し
て
い
る
の

で
市
の
責
任
は
あ
る
。
た
だ
し
、

経
営
に
関
し
て
努
力
と
強
い
意

志
を
持
っ
て
あ
た
っ
て
い
た
だ

き
、
市
の
事
業
と
一
体
的
な
取

り
組
み
を
行
う
中
で
赤
字
を
で

き
る
だ
け
減
ら
し
て
、
人
が
集

ま
る
形
に
す
る
。
破
産
の
想
定

は
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
都
度

適
切
な
指
導
を
し
て
い
く
。

産
前
産
後
母
子
支
援
事
業

問 

産
前
産
後
母
子
支
援
事
業
で

産
後
う
つ
の
予
防
・
防
止
等
の

土
地
区
画
整
理
事
業

特

別

会

計

予

算

国

民

健

康

保

険

特

別

会

計

予

算

妊産婦・乳幼児等に対する支
援と、産後うつの予防や育児
不安の軽減等を図る

産前産後母子支援事業
　　　　　　 983 万円

小学校５・６年生を対象に子
ども新聞を配布することによ
り社会情勢の理解を深める学
習の推進と活字に親しむ機会
を提供

子ども新聞活用事業
　　　　　　 58 万円

災害時等において、市民への
速やかな情報伝達手段を確保
するため、防災行政無線等を
２カ年で整備

防災行政無線等整備事業
　　　　　　 3 億 9,000 万円

金田一温泉地区のパーク PFI 事
業を活用した収益施設と都市
公園施設の一体整備に向けた、
出資及び金田一温泉エリアの
サインデザインを実施

公民連携まち再生事業
　　　　　　 2 億 1,761 万円

平成 31 年度の 主な目玉事業

予 算 特 別 委 員 会 　 　

二戸駅東口の様子
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り
に
毎
週
火
曜
日
に
発
行

さ
れ
る
岩
手
日
報
の
ジ
ュ

ニ
ア
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
を
配

布
し
、
活
用
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
４
月
の
下
旬

か
ら
配
布
を
始
め
、
２
月

ま
で
、
夏
休
み
と
冬
休
み

を
除
く
35
週
配
布
す
る
予

定
と
し
て
い
る
。　
　
　

　
老
人
福
祉
施
設
管
理
費

問 

今
後
の
改
修
に
つ
い

て
。

答 

昭
和
55
年
３
月
に
完
成

し
た
施
設
で
、
指
定
管
理

者
の
社
会
福
祉
協
議
会
と

の
協
議
を
進
め
、
年
数
も

経
っ
て
い
る
の
で
、
総
合

計
画
に
よ
り
大
規
模
改
修

等
も
含
め
検
討
し
て
い
き

た
い
。

投
票
率
の
向
上
に
つ
い
て

問 

18
・
19
歳
へ
の
対
策
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ

て
い
る
の
か
。

答 

高
等
学
校
で
も
啓
発
に

対
応
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
高
校
生
は
ほ
ぼ
投
票

を
行
っ
て
い
る
。
卒
業
し

た
方
で
住
所
が
市
内
に
あ

り
な
が
ら
他
の
場
所
で
生

活
し
て
い
る
方
の
投
票
率

が
下
が
っ
て
い
る
の
で
、

20
歳
ま
で
の
子
ど
も
さ
ん

が
い
る
す
べ
て
の
家
庭
に

対
し
て
郵
送
で
呼
び
か
け

を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

選
挙
権
年
齢
が
18
歳
に
引

き
下
げ
ら
れ
て
以
来
行
っ

て
お
り
、
平
成
31
年
度
も

不
在
者
投
票
制
度
の
活
用

を
勧
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

公
民
連
携
ま
ち
再
生
事
業

費
（
投
資
及
び
出
資
金
）

に
つ
い
て

問 

金
田
一
温
泉
周
辺
の
集

客
の
見
込
み
は
ど
う
な
の

か
。
今
ま
で
の
イ
ベ
ン
ト

以
上
の
取
り
組
み
が
必
要

な
の
で
は
な
い
か
。

答 

金
田
一
温
泉
活
性
化
プ

ラ
ン
で
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ

デ
ィ
ア
が
出
て
お
り
、
そ

れ
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て

い
る
。
朝
食
会
、
雑
穀
料

理
を
作
っ
て
食
べ
る
講

座
、
マ
ル
シ
ェ
、
手
作
り

市
な
ど
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信

を
し
て
沢
山
の
人
が
集

ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を

さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
、
多

く
の
人
た
ち
が
集
ま
れ
る

場
所
に
し
て
い
く
。
宿
泊

施
設
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
二

戸
の
食
材
な
ど
を
組
み
合

総
務
分
科
会

一
般
会
計
予
算

高
齢
者
福
祉
支
援
事
業

問 

市
民
後
見
人
の
養
成
、

育
成
支
援
の
内
容
は
。

答 

平
成
26
年
、
27
年
に
市

民
後
見
人
の
養
成
講
座
を

開
催
し
て
26
人
の
方
々
を

養
成
し
、
現
在
そ
の
中
か

ら
６
人
が
受
任
し
て
い
る

と
い
う
状
況
で
あ
る
が
、

今
現
在
相
談
件
数
も
増
加

し
て
い
る
。
ま
た
、
31
年

度
32
年
度
を
考
え
て
い
く

中
で
新
た
な
市
民
後
見
人

の
養
成
も
必
要
性
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
事
業
を
実

施
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ

う
い
っ
た
規
模
拡
大
に
合

わ
せ
、
カ
シ
オ
ペ
ア
権
利

擁
護
支
援
セ
ン
タ
ー
も
現

在
の
３
名
の
相
談
員
体
制

か
ら
４
名
に
す
る
こ
と
で

体
制
の
強
化
を
図
ろ
う
と

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
非
常

食
備
蓄
事
業

問 

ど
う
い
う
も
の
を
備
蓄

す
る
の
か
。

答 

学
校
が
始
ま
っ
て
午

前
中
の
う
ち
に
機
械
の

故
障
で
出
せ
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
る
と
、
そ
の
日

の
給
食
に
対
応
で
き
な
い

こ
と
に
な
る
の
で
、
非
常

食
を
１
日
分
買
っ
て
お
い

て
、
そ
の
事
態
に
備
え
る

も
の
。
非
常
食
は
レ
ト
ル

ト
の
カ
レ
ー
の
中
に
ご
飯

な
ど
が
入
っ
て
い
る
よ
う

な
も
の
で
、
こ
れ
ひ
と
つ

で
１
食
分
賄
え
る
。
加
え

て
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
も
し

て
い
る
。
こ
れ
は
何
日
も

と
い
う
想
定
で
な
く
１
回

分
で
あ
る
。
提
供
す
る
と

き
に
は
こ
れ
に
追
加
し
て

給
食
セ
ン
タ
ー
が
調
理
し

て
い
な
い
部
分
の
牛
乳
な

ど
を
状
況
に
よ
っ
て
つ
け

る
。

子
ど
も
新
聞
活
用
事
業

問 

活
用
の
内
容
は
。

答 

31
年
度
は
小
学
校
５
年

生
及
び
６
年
生
一
人
ひ
と

文
教
福
祉
分
科
会

一
般
会
計
特
別
予
算

わ
せ
て
元
気
な
場
所
に
し

な
が
ら
集
客
で
き
る
よ
う

に
計
画
を
進
め
て
い
る
。

防
災
行
政
無
線
等
整
備
事

業問 

防
災
行
政
無
線
等
整
備

事
業
に
つ
い
て

答 

平
成
31
年
度
は
無
線
機

本
体
や
中
継
局
に
置
く
ア

ン
テ
ナ
設
備
を
工
場
で
製

造
す
る
の
が
主
な
も
の
で

あ
る
。
全
体
的
な
整
備
は
、

屋
外
は
ス
ピ
ー
カ
ー
も
柱

も
全
て
更
新
し
、
一
部
に

は
高
性
能
ス
ピ
ー
カ
ー
を

採
用
す
る
こ
と
で
、
現
在

の
１
０
５
カ
所
を
60
カ
所

程
度
に
縮
減
す
る
予
定
で

あ
る
。
音
が
届
く
範
囲
が

広
が
る
こ
と
で
今
の
範
囲

を
カ
バ
ー
す
る
も
の
で
あ

る
。
屋
内
向
け
に
は
防
災

ラ
ジ
オ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
、
電
話
を
使
っ
た
電
話

応
答
機
能
な
ど
に
よ
り
、

情
報
伝
達
手
段
に
多
様
性

を
も
っ
て
整
備
を
進
め
る

予
定
と
な
っ
て
い
る
。

浄法寺の老人福祉センター

　 　 予 算 特 別 委 員 会

未来のための大切な一票
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
へ
の

支
援

問 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
へ

の
新
規
就
農
か
ら
卒
業
後

ま
で
の
支
援
は
ト
ー
タ
ル

で
い
く
ら
に
な
る
か
。

答 

月
額
17
万
円
と
住
居
費

の
助
成
で
最
長
３
年
間
更

新
、
終
了
を
見
据
え
て
企

業
支
援
補
助
金
１
０
０
万

円
を
助
成
す
る
が
、
こ
れ

は
道
具
な
ど
の
備
品
購

入
費
に
充
て
る
も
の
と
な

る
。

農
業
委
員
・
最
適
化
推
進

委
員
の
報
酬

問 

農
林
課
と
農
業
委
員
・

推
進
委
員
と
の
連
携
、
ま

た
報
酬
の
増
額
と
両
委
員

の
違
い
は
。

答 

地
域
と
積
極
的
に
話
し

合
う
こ
と
が
義
務
化
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
で
、
人
農

地
プ
ラ
ン
を
７
地
区
に
分

つ
き
２
０
０
立
方
㍍
の
食

産
企
業
を
対
象
に
す
る
。

５
社
を
想
定
し
て
い
る
。

問 

枋
ノ
木
市
民
会
館
線
の

進
捗
状
況
は
。

答 

駅
前
を
通
す
ま
で
、
平

成
32
年
度
末
の
暫
定
供
用

を
目
指
す
。
30
年
度
末

で
、
面
積
ベ
ー
ス
で
54
・

１
％
、
事
業
費
ベ
ー
ス
で

65
・
６
％
の
進
捗
と
な
っ

て
い
る
。

け
て
両
委
員
を
張
り
付
け

活
動
し
て
い
く
。
報
酬
は

活
動
時
間
に
か
な
り
の
差

が
あ
る
の
で
農
業
委
員
が

２
万
８
千
円
で
推
進
委
員

が
２
万
４
千
円
、
増
額
に

つ
い
て
は
国
の
農
地
利
用

最
適
化
交
付
金
を
活
用
し

て
年
額
報
酬
を
支
払
う
。

主
要
品
目
の
売
上
げ
目
標

問 

主
要
農
産
物
の
売
上
げ

目
標
を
数
点
あ
げ
よ
。

答 

主
な
も
の
で
、
キ
ュ
ウ

リ
６
億
２
３
０
０
万
円
、

ピ
ー
マ
ン
９
３
０
０
万

円
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
１
億

円
、
リ
ン
ド
ウ
１
億
２
３

０
０
万
円
、
和
牛
繁
殖

２
億
６
７
０
０
万
円
、
葉

タ
バ
コ
17
億
円
と
し
て
い

る
。

食
産
業
振
興
事
業
上
水
道

負
担
金
拡
充

問 

拡
充
に
な
っ
た
経
緯
と

対
象
企
業
は
。

答 

食
産
業
が
基
幹
産
業
と

な
っ
て
い
る
の
で
工
業
用

水
２
千
立
方
㍍
の
基
準
に

産
業
建
設
分
科
会

一
般
会
計
予
算

枋ノ木市民会館線

　内沢　真申  議員
　基金残高減少が危惧されるが、有利な財源確保、市債残高の
抑制や自主財源比率の改善など財政健全化が進むことを期待す
る。公民連携事業の整備計画や金融機関からの借り入れについて
も、市が出資を行う責任において進捗状況を見極めながら指導を
されたい。民間の持つ力を導入して稼ぐ手法は、他のエリアでも
よい影響をもたらすだろう。長期的には人口減少の抑制と地域経
済の好循環の促進を目標として前進することを望み賛成する。

賛成

議案第 36 号　31 年度一般会計予算

反対 　畠中　泰子  議員
　地域経済牽引事業で一企業に対する破格の補助でなく地域企
業全体が底上げとなる施策を。全国の PFI 事業の破綻等が相次い
でいる中、市が多大な出資をして推進していいのか、前のめりで
なく立ち止まって検討を。自衛隊への名簿提供をやめるよう求め
る。ふるさと二戸の将来を担う人材育成を掲げたが最優先で取り
組む予算となっていない。以上のことから反対する。

　及川　正信  議員
　能動的・積極的に公民連携を活用することが財政を強くする
ことにつながる。ハード整備が終わった段階でイベント等取り組
みの工夫が必要。市の宝は漆であり、更なる重点的な取り組みが
必要。三大ミート、フルーツなど特産物の収入をさらに上げて生
産体制を確立させることが大事で、インバウンド時代に対応でき
るよう備えなければならない。31 年度予算も大きく、実効的に
展開することが可能になるであろうと思い賛成する。

賛成

賛
成
し
ま
す
！

反
対
し
ま
す
！当初予算案

にかかる 討 論

議案第 37 号　31 年度国民健康
保険特別会計予算

反対 　畠中　泰子  議員
　高すぎる国保税の問題、滞納者へ
の差し押さえの強化、ペナルティー
の資格証明書交付・短期被保険者証
交付に反対する。根本には国庫負担
金の割合が減っていることがあり、
引き続き国保制度の改善を求めつつ、
市の思い切った軽減策の取り組み、
納税者の立場に立った親身な納税相
談、生活再建に向けた支援を求めて、
反対討論とする。　　　　　　　　

予 算 特 別 委 員 会 　 　

土
地
区
画
整
理
事
業

特
別
会
計
予
算
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二
戸
市
上
斗
米　
　
　
　

高
林　

久
志　

氏

　

二
戸
市
金
田
一　
　
　
　

橘　

潤
一
郎　

氏

　

二
戸
市
福
田　
　
　
　
　

中
田　

美
政　

氏

　

二
戸
市
浄
法
寺
町　
　
　

馬
場　

弘
行　

氏

　

二
戸
市
浄
法
寺
町　
　
　

三
角　

説
男　

氏

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て                                   

　

次
の
候
補
者
に
つ
い
て
、
適
任
と
す
る
答
申
を

し
ま
し
た
。

【
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
】

　

二
戸
市
福
岡　
　
　
　
　

東
山
奈
々
子　

氏

30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

事
業
費
の
確
定
見
込
み
に
伴
う
減
な
ど
で
す
。

◆
補
正
額 　

   　

    　
　

△
１
億
７
２
３
６
万
円

【
主
な
内
容
（
歳
出
・
増
額
分
）】

・
上
水
道
事
業
補
助
金　
　

  　

      

５
５
９
９
万
円

　

水
道
事
業
会
計
に
対
す
る
高
料
金
対
策
補
助
金

・
農
地
中
間
管
理
機
構
集
積
協
力
金    　

４
３
４
万
円

　

事
業
費
確
定
見
込
み
に
伴
う
地
域
集
積
協
力
金
の
増

30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　

国
の
30
年
度
補
正
予
算
措
置
を
受
け
、
市
内
小

中
学
校
の
普
通
教
室
及
び
特
別
教
室
に
冷
房
設
備

を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

◆
補
正
額 　

   　

    　
　
　

３
億
７
２
８
１
万
円

二
戸
市
森
林
環
境
整
備
基
金
条
例                                   

　

森
林
環
境
税
お
よ
び
森
林
環
境
譲
与
税
が
創
設

さ
れ
、
平
成
31
年
度
か
ら
自
治
体
へ
の
譲
与
が
開

始
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
森
林
の
適
正
管
理
と
総

合
的
な
林
業
振
興
に
要
す
る
財
源
の
受
け
皿
と
し

て
基
金
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

二
戸
市
監
査
委
員
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例                                   

　

平
成
29
年
の
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
議
選
監
査
委
員
の
選
任
の
義
務
付
け
が
緩
和

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
議
会
の
議
員
の
う
ち
か
ら
監

査
委
員
を
選
任
し
な
い
こ
と
と
し
、
所
要
の
改
正

を
す
る
も
の
で
す
（
現
任
の
議
会
議
員
の
任
期
満

了
日
翌
日
か
ら
施
行
）。

　
二
戸
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
並
び
に
旅
費

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

農
業
委
員
会
の
委
員
の
現
場
活
動
の
強
化
を
図

る
た
め
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
農
地
利
用
最
適
化
交

付
金
を
財
源
と
し
、
活
動
に
見
合
っ
た
年
額
報
酬
を

支
給
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

二
戸
市
浄
法
寺
漆
産
業
振
興
基
金
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

市
有
地
の
ウ
ル
シ
な
ど
漆
産
業
に
資
す
る
樹
木

を
基
金
に
属
す
る
財
産
と
し
、
漆
林
造
成
拡
大
や

利
活
用
な
ど
、
漆
産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
所

　 　 条 例 ・ 補 正 予 算 な ど

市内保育所・小中学校に冷房設備設置へ

可
決

主な議案の内容（当初予算以外）

可
決

条　
　

例

要
の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

市
道
大
萩
野
線
道
路
災
害
復
旧
工
事
（
30
災

１
２
４
号
）
の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

市
道
大
萩
野
線
道
路
災
害
復
旧
工
事
の
請
負
契

約
の
締
結
を
す
る
も
の
で
す
。

◆
契
約
金
額　

    　

    　
　

１
億
３
７
１
６
万
円

◆
請
負
者　
　
　
　

    

株
式
会
社
ア
ル
バ
ラ
イ
フ

農
業
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に
つ
い
て                                   

　

次
の
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

　【
農
業
委
員
】

　

二
戸
市
石
切
所　
　
　
　

荒
谷　

一
也　

氏

　

二
戸
市
石
切
所　
　
　
　

安
藤　

直
美　

氏

　

二
戸
市
金
田
一　
　
　
　

五
日
市
亮
一　

氏

　

二
戸
市
足
沢　
　
　
　
　

岩
手
山
つ
せ　

氏

　

二
戸
市
金
田
一　
　
　
　

小
笠
原
一
弥　

氏

　

二
戸
市
足
沢　
　
　
　
　

奥　
　
　

隆　

氏

　

二
戸
市
下
斗
米　
　
　
　

片
野　

岩
男　

氏

　

二
戸
市
浄
法
寺
町　
　
　

佐
藤　

一
男　

氏

　

二
戸
市
浄
法
寺
町　
　
　

佐
藤　

勘
悦　

氏

　

二
戸
市
浄
法
寺
町　
　
　

佐
藤　
　

寿　

氏

　

二
戸
市
堀
野　
　
　
　
　

志
賀　

善
武　

氏

　

二
戸
市
野
々
上　
　
　
　

下
田　

順
一　

氏

　

二
戸
市
浄
法
寺
町　
　
　

杉
沢　

忠
弘　

氏

　

二
戸
市
米
沢　
　
　
　
　

平　
　

裕
一　

氏

可
決

同
意

一般会計補正額は 30 年度 2 億 45 万円、31 年度 4 億 4,350 万円の増

可
決

可
決

契　
　

約

人
事
案
件

補
正
予
算

適
任
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問 

森
林
環
境
基
金
条
例
を
設
置

し
て
何
を
や
る
の
か
。

答 

市
が
行
う
間
伐
、
人
材
育
成
、

担
い
手
の
確
保
、
木
材
利
用
の

促
進
や
普
及
啓
発
を
促
し
な
が

ら
、
森
林
組
合
等
と
協
議
し
林

業
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問 

組
織
改
編
に
あ
た
り
市
民
に

分
か
り
や
す
い
組
織
名
称
を
使

う
べ
き
で
は
な
い
か
。

答 

市
民
に
分
か
り
や
す
い
行
政

を
目
指
し
、
今
後
も
全
体
の
組

織
構
成
、
名
称
も
含
め
て
検
討

し
て
い
く
。　
　
　
　
　

問 

今
回
の
改
正
の
目
玉
は
ど
こ

か
。

答 

公
民
連
携
の
推
進
と
防
災
安

全
対
策
の
強
化
の
２
点
と
な
っ

て
い
る
。

31
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）                                   

　

国
の
31
年
度
当
初
予
算
措
置
を
受
け
、
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
等
の
予
算
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

◆
補
正
額        　

    　
　
　

４
億
４
３
５
０
万
円

【
主
な
内
容
（
歳
出
）】

・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
費   

７
７
１
８
万
円

　

低
所
得
者
や
子
育
て
世
帯
の
消
費
へ
の
影
響
を
緩
和
し
、
地

域
の
消
費
喚
起
や
消
費
の
下
支
え
を
目
的
に
商
品
券
を
販
売

・
保
育
所
管
理
費　
　
　
　
　
　
　
　

１
１
０
４
万
円

　

市
内
保
育
所
に
エ
ア
コ
ン
を
整
備

・
緊
急
自
然
災
害
防
止
対
策
事
業
費  

３
億
２
５
０
０
万
円

　

災
害
予
防
、
拡
大
防
止
を
目
的
と
し
た
雨
水
排
水
路
等

を
整
備

・
小
学
校
管
理
費
、
中
学
校
管
理
費 　

２
４
４
３
万
円

　

市
内
小
中
学
校
の
職
員
室
に
冷
房
設
備
を
設
置

最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企
業
支
援
の
拡
充
を
求

め
る
請
願

◆
請
願
者　

岩
手
県
労
働
組
合
連
合
会
、
二
戸
地

域
労
働
組
合
連
合
会

◆
紹
介
議
員　

田
口
一
男
、
畠
中
泰
子

◆
要
旨　

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
、
不
況
に
強

い
社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
政
府
が

率
先
し
て
公
正
取
引
ル
ー
ル
を
確
立
し
、
中
小
企

業
へ
の
具
体
的
な
支
援
策
を
拡
充
し
な
が
ら
最
低

賃
金
を
引
き
上
げ
る
こ
と
を
求
め
、
国
及
び
関
係

機
関
へ
の
意
見
書
の
提
出
を
要
望
す
る
も
の
で

す
。

　

条 例 ・ 補 正 予 算 な ど 　 　

　
　
　

※
趣
旨
採
択
（
し
ゅ
し
さ
い
た
く
）

　
　
　

請
願
に
つ
い
て
、
願
意
は
賛
同
で
き
る

　
　
　

も
の
の
実
現
性
の
面
で
確
信
が
持
て
な

　

い
と
い
っ
た
場
合
に
、
不
採
択
に
す
る
こ
と

　

も
で
き
な
い
と
し
て
と
ら
れ
る
決
定
の
方
法
。

　

可
決
さ
れ
た
意
見
書
１
件
は
、
関
係
行
政
機
関

へ
提
出
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
税
引
き
下
げ
へ
国
の
対
応
を

求
め
る
意
見
書                                

　

政
府
に
対
し
て
、「
均
等
割
」
を
廃
止
し
、
所
得

に
応
じ
た
保
険
料
（
税
）
へ
改
正
す
る
こ
と
及
び
国

庫
支
出
金
の
抜
本
的
な
増
額
を
求
め
る
も
の
で
す
。

学
童
保
育
の
職
員
配
置
、
待
遇
改
善
に
関
す
る

意
見
書                                   

　

政
府
に
対
し
て
、
学
童
保
育
の
職
員
配
置
基
準

等
の
「
従
う
べ
き
基
準
」
に
つ
い
て
は
児
童
の
安

全
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
堅
持
し
、
放
課
後
児
童
支

援
員
等
に
つ
い
て
は
給
与
等
の
処
遇
改
善
の
さ
ら

な
る
対
策
の
推
進
を
求
め
る
も
の
で
す
。

日
米
地
位
協
定
の
抜
本
改
定
を
求
め
る
意
見
書                               

　

政
府
に
対
し
て
、
締
結
以
来
日
本
政
府
が
改
定

を
提
起
し
た
こ
と
が
な
い
日
米
地
位
協
定
の
抜
本

的
改
定
に
取
り
組
む
よ
う
強
く
求
め
る
も
の
で
す
。 

趣
旨
採
択
※

可
決

問 

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
長
寿

命
化
に
か
か
る
ご
み
処
理
量
割

が
10
分
の
４
に
変
更
に
な
れ
ば

二
戸
市
の
負
担
は
い
く
ら
増
え

る
の
か
。

答 

現
行
の
負
担
金
と
比
較
す
る

と
４
８
８
６
万
４
千
円
が
増
額

に
な
る
。

問 

市
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

に
、
今
後
ご
み
の
減
量
に
ど
う

取
り
組
む
の
か
。　
　
　
　
　

答 

消
費
生
活
の
周
知
、
意
識
改

革
等
を
わ
か
り
や
す
い
形
で
示

し
な
が
ら
減
量
化
に
積
極
的
に

取
り
組
む
。

問 

市
民
税
、
固
定
資
産
税
の
プ

ラ
ス
補
正
の
要
因
は
何
か
。

答 

市
民
税
は
当
初
見
込
よ
り
所

得
が
上
が
り
課
税
標
準
が
伸
び

て
い
る
。
固
定
資
産
税
は
新
築

家
屋
の
建
築
が
多
か
っ
た
等
の

理
由
に
よ
る
。

本
会
議
で
の

質
疑
応
答

森
林
環
境
基
金
条
例

組
織
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例　
　
　
　
　
　
　
　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

可
決

請　
　

願

議
員
発
議

否
決

否
決

二
戸
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

規

約

の

一

部

変

更

の

協

議

に

つ

い

て
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　 　 討 論 な ど

森
林
環
境
整
備
基
金
条
例

問 

条
例
制
定
に
よ
る
管
理
、
振

興
は
。

答 

森
林
所
有
者
が
行
う
適
時
伐

採
造
林
保
育
の
責
務
を
明
確
に

し
て
い
る
。
で
き
な
い
場
合
は

市
町
村
に
委
ね
る
こ
と
が
で
き

る
規
定
と
し
て
い
る
。
経
済
的

に
見
合
う
森
林
は
林
業
経
営
体

に
経
営
を
委
託
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
れ
が
で
き
な
い
森
林

等
に
つ
い
て
は
森
林
環
境
譲
与

税
を
使
っ
て
管
理
す
る
こ
と
に

な
る
。

問 
漆
以
外
に
植
林
す
る
樹
木
の

種
類
は
。

答 

漆
器
に
使
う
ケ
ヤ
キ
・
ク

リ
・
水
目
・
朴
ノ
木
と
関
連
作

業
に
使
う
豆
柿
な
ど
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

問 

寄
附
額
、
件
数
は
ど
れ
ほ
ど

か
。
基
金
へ
の
繰
り
入
れ
と
活

用
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

答 

総
務
費
は
１
２
５
１
件

２
２
４
３
万
５
千
円
、
民
生
費

は
２
４
８
件
４
１
７
万
５
千

円
、
教
育
費
は
１
０
０
４
件

１
７
３
９
万
５
千
円
、
商
工
費

は
４
３
３
件
１
１
４
６
万
３
千

円
、
社
会
教
育
費
は
６
６
１
件

１
１
９
６
万
円
、
ト
ー
タ
ル
で

３
５
９
７
件
６
７
４
２
万
８
千

円
と
な
っ
て
い
る
。
12
月
31
日

現
在
の
去
年
と
の
比
較
で
は
、

寄
附
額
で
83
・
６
％
、
件
数
で

84
・
８
％
と
な
っ
て
い
る
。
地

域
づ
く
り
人
づ
く
り
基
金
、
福

祉
対
策
基
金
、
漆
産
業
振
興
基

金
、
教
育
振
興
基
金
、
九
戸
城

跡
整
備
振
興
基
金
に
お
い
て
は

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
て
事

業
を
行
っ
た
後
の
残
高
と
な
っ

て
い
る
。

総
務
常
任
委
員
会

問 

天
台
寺
防
災
施
設
整
備
事
業

の
繰
越
の
内
容
は
。

答 

防
災
施
設
整
備
事
業
は
、
平

成
30
年
度
か
ら
着
手
し
、
設
計

監
理
、
発
掘
調
査
な
ど
を
実
施

し
て
い
る
が
、
入
札
が
不
調
に

な
っ
て
お
り
、
工
事
に
着
手
で

き
て
い
な
い
状
況
の
た
め
、
年

度
内
の
事
業
完
了
が
困
難
と
な

る
こ
と
か
ら
、
平
成
30
年
度
分

の
工
事
費
分
に
対
す
る
補
助
金

を
平
成
31
年
度
に
繰
り
越
す
も

の
。

問 

社
会
教
育
費
寄
附
金
の
活
用

は
。

答 

今
年
度
６
６
１
件
、

１
１
９
６
万
円
を
ふ
る
さ
と

納
税
で
頂
戴
し
た
。
な
お
、

基
金
の
残
高
は
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
ほ
か
一
般
寄
附
並
び

に
当
初
積
立
の
５
０
０
万
を

合
わ
せ
１
７
２
５
万
８
千
円

と
な
っ
て
い
る
。
来
年
度
は

４
１
１
万
８
千
円
を
九
戸
城
跡

の
桜
の
樹
木
管
理
に
使
う
予
定

を
し
て
い
る
。

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

浄
法
寺
漆
産
業
振
興
基
金
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　畠中　泰子  議員
　最低賃金の全国一律化や地域間格差を縮小さ
せることが必要であり、どこに住んでいても生
活費を賄える賃金を保障することが大事。国等
へ意見書を送付されたいことから趣旨採択にと
どめることに反対。

請願第１号　最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める請願   ※「趣旨採択」について採択

　鈴木　忠幸  議員
　市の財政に絡み実現性が極めて薄いことから
趣旨採択した例はあるが、国に意見書を送付す
る請願で趣旨採択したことはない。委員会報告
では趣旨採択とされたが、請願そのものに賛成
する立場を明らかにして趣旨採択に反対。

議案第１号　二戸市森林環境整備基金条例

反対 　田口　一男  議員
　森林所有者を経営意欲がないと決めつけ、所有者に適切な伐
採、造林及び保有義務を課し、できなければ市が森林の経営管
理権を集積するもの。市の役割も重く、対応も難しい。運用次
第では憲法や民法に触れる条項に利用される等あるため反対。

　及川　正信  議員
　最低賃金の引き上げと中小企業の支援の２本
セットの官公庁への請願であり、実現性に確信
が持てないとしても採択するべき。最低賃金を
引き上げ中小企業支援の拡充を求める願意に対
して趣旨採択はなじまないので趣旨採択に反対。

　田口　一男  議員
　東京と地方の格差には妥当性がなく、最低賃
金は全国一律に。中小企業の支払能力を指摘さ
れるが、政府に差額分の支援拡充を要望するこ
とにより若い人の地方定住を促すことができる。
当意見書を趣旨採択にすることに反対。

賛
成
し
ま
す
！

反
対
し
ま
す
！

条例・
補正予算案等

にかかる 討 論

趣旨採択に 反対 趣旨採択に 反対

趣旨採択に 反対 趣旨採択に 反対

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

市内の漆林
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       　 　 　 審 議 結 果 、 賛 否 の 公 表 　 　

議案番号等 議　案　名　等 審議結果

議案

1 二戸市森林環境整備基金条例 可決（賛成多数）
2 二戸市監査委員条例の一部を改正する条例 可決（全員賛成）
3 二戸市組織条例の一部を改正する条例 可決（全員賛成）
4 二戸市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改正する条例 可決（全員賛成）
5 二戸市特別職の職員の給与並びに旅費及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 可決（全員賛成）
6 二戸市浄法寺漆産業振興基金条例の一部を改正する条例 可決（全員賛成）

7 二戸市の議会の議員及び長の選挙における選挙運動用自動車の使用及びポスターの作成の
公営に関する条例の一部を改正する条例 可決（全員賛成）

8 二戸市水道事業の布設工事監督者及び水道技術管理者に関する条例の一部を改正する条例 可決（全員賛成）
9 二戸地区広域行政事務組合規約の一部変更の協議について 可決（全員賛成）

10 市道大萩野線道路災害復旧工事（30 災 124 号）の請負契約の締結について 可決（全員賛成）
11 ～ 29 農業委員会の委員の任命について 全て同意（全員賛成）

30 平成 30 年度二戸市一般会計補正予算（第５号） 可決（全員賛成）
31 平成 30 年度二戸市下水道事業特別会計補正予算（第４号） 可決（全員賛成）
32 平成 30 年度二戸市生活排水処理事業特別会計補正予算（第４号） 可決（全員賛成）
33 平成 30 年度二戸市土地区画整理事業特別会計補正予算（第４号） 可決（全員賛成）
34 平成 30 年度二戸市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決（全員賛成）
35 平成 30 年度二戸市水道事業会計補正予算（第４号） 可決（全員賛成）
36 平成 31 年度二戸市一般会計予算 可決（賛成多数）
37 平成 31 年度二戸市国民健康保険特別会計予算 可決（賛成多数）
38 平成 31 年度二戸市下水道事業特別会計予算 可決（全員賛成）
39 平成 31 年度二戸市生活排水処理事業特別会計予算 可決（全員賛成）
40 平成 31 年度二戸市簡易水道事業特別会計予算 可決（全員賛成）
41 平成 31 年度二戸市土地区画整理事業特別会計予算 可決（賛成多数）
42 平成 31 年度二戸市介護サービス事業特別会計予算 可決（全員賛成）
43 平成 31 年度二戸市後期高齢者医療特別会計予算 可決（賛成多数）
44 平成 31 年度二戸市水道事業会計予算 可決（全員賛成）
45 平成 30 年度二戸市一般会計補正予算（第６号） 可決（全員賛成）
46 平成 31 年度二戸市一般会計補正予算（第１号） 可決（全員賛成）
47 平成 31 年度二戸市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可決（全員賛成）

諮問 1 人権擁護委員候補者の推薦について 適任（全員賛成）
請願 1 最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める請願 趣旨採択（賛成多数）

発議

1 国民健康保険税引き下げへ国の対応を求める意見書 否決（賛成少数）
2 学童保育の職員配置、待遇改善に関する意見書 否決（賛成少数）
3 日米地位協定の抜本改定を求める意見書 可決（賛成多数）
4 二戸市議会委員会条例の一部を改正する条例 可決（全員賛成）

審議結果

議　案　名

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18
駒
木　
　

昇

清
水　

正
敏

内
沢　

真
申

米
田　
　

誠

三
浦　

利
章

田
口　

一
男

菅
原　

恒
雄 

田
村　

隆
博

國
分　

敏
彦

小
笠
原
清
晃

新
畑　

鉄
男

畠
中　

泰
子

田
中　

勝
二

田
代　

博
之

岩
崎　

敬
郎

田
口　
　

一

及
川　

正
信

鈴
木　

忠
幸

議案第１号  森林環境整備基金条例 ○ 欠 ○ 欠 ○ × 議 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 36 号   31 年度一般会計予算 ○ 欠 ○ 欠 ○ × 議 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 37 号  31 年度国民健康保険特別会計予算 ○ 欠 ○ 欠 ○ × 議 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 41 号  31 年度土地区画整理事業特別会計予算 ○ 欠 ○ 欠 ○ × 議 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 43 号  31 年度後期高齢者医療特別会計予算 ○ 欠 ○ 欠 ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○
請願第１号  最低賃金の改善と中小企業支援の拡充
を求める請願 ○ 欠 ○ 欠 × × 議 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ×

発議第１号  国民健康保険税引き下げへ国の対応を求める意見書 ○ 欠 × 欠 × ○ 議 × × × ○ ○ ○ × × × ○ ○
発議第２号  学童保育の職員配置、待遇改善に関する意見書 × 欠 × 欠 ○ ○ 議 × × × ○ ○ × × × × ○ ○
発議第３号  日米地位協定の抜本改定を求める意見書 ○ 欠 × 欠 ○ ○ 議 ○ × × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

賛 否 の公表　採決で賛否が分かれた案件の結果です

※議長は採決には加わりません。　※「議」は議長、「○」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席
※請願第１号は「趣旨採択に賛成」か「趣旨採択に反対」かを採決したものです。
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一 般 問質

 田 代　博 之　議員　…………………  Ｐ 12

１．T ＰＰ・ＥＰＡの二戸市産業への影響について

 岩 崎　敬 郎　議員　…………………  Ｐ 12

１．まちづくりについて

 鈴 木　忠 幸　議員　…………………  Ｐ 13

１．外国人労働の受け入れ拡大による二戸市への
　影響について
２．国の幼児教育・保育無償化方針について
３．働き方改革について

 内 沢　真 申　議員　…………………  Ｐ 14

１．カーリング専用施設整備の可能性について

 田 口　一 男　議員　…………………  Ｐ 14

１．地方再生に向けた所得補償と価格保障について
２．自然環境と鳥獣対策について
３．弱者向けの除排雪対策について

 米 田　　 誠　議員　…………………  Ｐ 15

１．公共交通について
２．風しんの予防について
３．認知症対策について
４．防災・減災について

 駒 木　　 昇　議員　…………………  Ｐ 16

１．公共施設老朽化対策とまちづくりについて

 國 分　敏 彦　議員　…………………  Ｐ 16

１．観光・交流人数について
２．成年年齢の引き下げについて
３．公務員の働き方改革について
４．ＷｉＦｉの整備について

 畠 中　泰 子　議員　…………………  Ｐ 17

１．子ども・子育て支援の強化について
２．児童虐待防止対策について

 及 川　正 信　議員　…………………  Ｐ 18

１． 二戸市における本格的人口減少時代 30 年間
　の動向についての認識と対応策について
２．介護認定者及び認知症高齢者の現況と対応に
　ついて

10 人の議員が一般質問
　一般質問は、議員が市政全般にわたり事

業の執行状況や考え方などを執行機関に質

問するものです。

　本定例会では 10 人の議員が、下記の項

目について質問に立ちました。

市政を問う！
　二戸市議会では、「議員との意見交換会・
議会報告会」を開催していただける市内の
団体を募集しています。希望するテーマに
応じて議員を派遣します。日頃感じている
市政への要望や提案などを、この機会にぜひお聞かせくだ
さい。
　詳しくは二戸市議会ホームページをご覧いただくか、議
会事務局へお問い合わせください。

議員と意見交換しませんか？
議会の出前、始めます！

　市政に要望がある時は、市議会に請願書や陳情書を提出すること

ができます。

【請願と陳情のちがい】

○請願は紹介議員の署名または記名・押印が必要です。

○陳情は紹介議員を必要としません。

請願・陳情のしかた

　　　　　 　  （表紙）

　　　　　　 　  請願（陳情）書
　
　○○○○○について

　　　　　　　 　  　 　紹介議員
　　　　　　　　   　　　 氏名　○○ ○○　印

　　　　　  　　 （本紙）　　
　　　　　　　　　　　　　平成　年　月　日

　二戸市議会議長　様

　　　　　　　　　　　　請願（陳情）者の住所
　　　　　　　　　　　　氏名　○○ ○○　印

　　　○○○○○○について
　　請願（陳情）の要旨
　　_____________________________________
　　請願（陳情）の理由
　　_____________________________________

≪　記載例　≫

※陳情の場合は表紙は必要ありません。

【請願・陳情の取扱い】

○請願及び市内の方が提出した陳

情は市議会で審査し、採択の

場合は関係機関へ送付します。

○市外の方からの陳情は、市議会

より議員に配付します。

【記載していただく事項】

①提出年月日

②提出者の住所・氏名（団体の場

合は名称、代表者の住所、氏

名）・押印

③請願・陳情の要旨、理由

④請願の場合は、紹介議員１人以

上の署名または記名・押印

　本会議の会議録は、市役所１階情報公開コーナー、市立図書館、
浄法寺カシオペアセンターに備えてあります。
　平成 18 年度以降の会議録は二戸市議会ホームページから閲
覧・検索することもできます。

　議会中継の映像はインターネット上で配信して
います。パソコンやスマートフォン・タブレット
でいつでも本会議の模様をご覧になれます。
　二戸市議会ホームページまたは右の QR コード
からアクセスください。

議会のネット中継

　定例会の一般質問は、カシオペア FM（周波数 77.9MHz）で
録音放送をしています。
　放送日程は二戸市議会またはカシオペアＦＭ
のホームページでご確認ください。  

一般質問のラジオ放送

会議録の公開

一 般 問質
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一 般 問質

て
い
る
か
。　

　
　
　

市
長　

衣
類
の
流
通
に

　
　
　

つ
い
て
は
、
97
％
が
輸

入
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
Ｔ
Ｐ

Ｐ
参
加
国
の
う
ち
８
カ
国
と
は

経
済
連
携
協
定
を
結
ん
で
お
り

Ｅ
Ｐ
Ａ
締
結
国
間
の
関
税
は
無

税
も
し
く
は
低
率
で
あ
る
。
製

造
に
し
て
も
メ
ー
カ
ー
の
調
達

し
た
生
地
を
加
工
す
る
工
賃
で

成
り
立
っ
て
い
る
の
で
市
内
縫

製
事
業
者
に
直
接
の
影
響
は
少

な
い
と
聞
い
て
い
る
。

市
長　

ま
ず
は
八
幡
下
・

橋
場
地
区
の
橋
梁
整
備

を
行
い
、
そ
の
後
に
金
田
一
地

区
と
考
え
て
い
る
。
整
備
に
は

多
額
の
費
用
を
要
し
、
国
の
財

政
支
援
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
採
択
に
向
け
て
は
、

ま
ず
は
整
備
の
趣
旨
、
目
的
、

効
果
を
明
確
に
す
る
た
め
、
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
位

置
づ
け
を
行
い
、
そ
の
後
、
国

や
県
に
対
し
て
整
備
の
必
要
性
、

重
要
性
に
つ
い
て
訴
え
た
い
と

考
え
て
い
る
。
八
幡
下
・
橋
場

地
区
の
整
備
区
間
に
つ
い
て
は
、

当
初
示
し
て
い
る
と
お
り
、
可

能
な
限
り
10
年
間
程
度
で
の
完

成
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。　

い
う
選
択
を
促
し
た
い
。
ま

た
、
病
児
保
育
事
業
や
本
年
に

開
始
を
予
定
し
て
い
る
産
前
産

後
母
子
支
援
事
業
な
ど
、
安

心
し
て
子
育
て
に
臨
め
る
環

　
　
　

限
界
集
落
に
当
て
は
ま

　
　
　

る
集
落
は
ど
れ
ほ
ど
あ

る
か
。
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
達
成
の

具
体
的
方
策
は
。　
　
　
　
　

　
　
　

市
長　

平
成
30
年
４
月

　
　
　

１
日
、
65
歳
以
上
の

高
齢
者
が
人
口
の
50
％
以
上

を
占
め
て
い
る
町
内
会
等
は
、

１
６
１
組
織
中
29
組
織
で
あ

り
、
18
％
を
占
め
て
い
る
。
町

内
会
の
な
い
地
域
は
、
行
政

区
を
単
位
と
し
て
集
計
を
行
っ

た
。
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
人

口
の
50
％
以
上
を
占
め
て
い
る

組
織
の
中
に
は
、
人
口
が
ご
く

少
数
の
組
織
も
あ
る
が
、
隣
接

す
る
組
織
と
連
携
し
て
敬
老
会

な
ど
の
行
事
を
合
同
で
開
催

す
る
な
ど
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
運
営
を
行
っ
て
い
る
。

若
い
世
代
の
転
出
な
ど
に
よ
る

社
会
減
が
人
口
減
少
の
大
き

な
要
因
で
あ
る
。
若
者
の
転

出
理
由
の
１
つ
に
、
希
望
す

る
職
種
が
な
い
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。
地
域
企
業
や
農
林
畜

産
業
の
積
極
的
な
経
営
戦
略
を

支
援
す
る
こ
と
で
若
者
の
地

元
に
帰
る
、
地
元
に
残
る
と

橋
梁
整
備
の
見
通
し
は

八
幡
下
・
橋
場
地
区
は
10
年
間
程
度
で
の
完
成
を
目
指
す

問

岩崎 敬郎 議員

境
を
充
実
さ
せ
、
若
い
世
代

の
子
育
て
の
応
援
を
進
め
る
。

加
え
て
、
現
在
強
力
に
進
め

て
い
る
公
民
連
携
ま
ち
再
生

事
業
や
に
の
へ
型
テ
ロ
ワ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
業
、
小
中
学
校
や
高
校
に
お

け
る
歴
史
や
先
人
に
理
解
を
深

め
る
機
会
の
提
供
な
ど
、
本
市

の
強
み
を
最
大
限
に
生
か
し
、

交
流
人
口
の
拡
大
や
Ｕ
、
Ｉ
タ

ー
ン
の
増
へ
つ
な
げ
た
い
。　

　

八
幡
下
・
橋
場
地
区
、

金
田
一
地
区
橋
梁
整
備

の
見
通
し
は
。　
　

答

一 般 問質

て
、
輸
入
は
全
量
が
ア
メ
リ
カ

か
ら
と
な
っ
て
い
る
の
で
影
響

は
な
い
。
リ
ン
ゴ
に
つ
い
て
は
、

品
質
面
で
高
い
競
争
力
を
有
し

て
い
る
の
で
影
響
は
限
定
的
で

あ
る
。
市
内
の
食
品
企
業
に
つ

い
て
は
、
地
元
の
食
材
や
国
産

の
原
材
料
を
調
達
し
て
お
り
製

品
は
国
内
の
業
者
向
け
に
販
売
、

流
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
企
業

へ
の
影
響
は
現
在
の
と
こ
ろ
な

い
。

　
　
　

衣
類
の
関
税
も
即
時
撤

　
　
　

廃
と
い
う
こ
と
を
市
内

業
者
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め

つ
い
て
は
、
長
期
の
削
減
期
間

が
設
け
ら
れ
て
お
り
世
界
的
に

需
要
が
伸
び
て
い
て
、
豚
処
理

施
設
を
増
設
す
る
な
ど
、
海
外

へ
向
け
た
生
産
に
も
力
を
入
れ

て
い
る
。
鶏
肉
に
つ
い
て
は
、

輸
入
の
大
部
分
は
ブ
ラ
ジ
ル
と

タ
イ
か
ら
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
Ｅ
Ｕ
か

ら
は
ご
く
少
数
で
市
内
の
養
鶏

業
者
に
与
え
る
影
響
は
ほ
と
ん

ど
な
い
と
の
こ
と
。
穀
物
飼
料

に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
輸
入

に
依
存
し
て
い
る
が
輸
入
先
が

Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
加
盟
国
以
外

の
た
め
影
響
は
な
い
と
の
こ
と
。 　

　
　

市
の
農
産
物
推
奨
品     

　
　
　

や
ブ
ラ
ン
ド
フ
ル
ー
ツ

及
び
食
品
関
連
企
業
に
は
影
響

は
な
い
の
か
。　

　
　
　

市
長　

キ
ュ
ウ
リ
、
ネ

　
　
　

ギ
な
ど
の
関
税
は
即
時

撤
廃
と
い
う
こ
と
だ
が
、
キ
ュ

ウ
リ
に
つ
い
て
は
国
内
消
費
が

ほ
ぼ
国
産
で
賄
わ
れ
て
い
る
こ

と
、
ネ
ギ
は
輸
入
割
合
が
１
割

程
度
で
あ
り
そ
の
全
量
が
中
国

か
ら
で
と
も
に
関
税
率
が
３
％

と
低
率
な
の
で
影
響
は
な
い
と

み
て
い
る
。
サ
ク
ラ
ン
ボ
は
高

級
品
と
し
て
差
別
化
さ
れ
て
い

Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
市
産
業
へ
の
影
響

市
内
産
業
へ
の
影
響
は
少
な
い

　
　
　

環
太
平
洋
連
携
協
定     

　
　
　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
欧
州
連
合
と
の

経
済
連
携
協
定
Ｅ
Ｐ
Ａ
が
発
効

さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
幅
広
い

品
目
の
関
税
が
撤
廃
や
削
減
に

な
り
ほ
と
ん
ど
の
品
物
が
安
価

に
な
り
消
費
者
に
と
っ
て
は
良

い
が
市
の
主
要
産
業
で
あ
る
畜

産
業
へ
の
影
響
は
。　

　
　
　

市
長　

牛
肉
に
つ
い
て

　
　
　

は
、
長
期
的
に
は
和
牛
、

短
角
和
牛
の
繁
殖
肥
育
農
家
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
が
国
内

産
牛
肉
が
差
別
化
さ
れ
て
い
る

の
で
影
響
は
少
な
い
。
豚
肉
に

問答

田代 博之 議員

問答

問

答

牛・豚・鶏の「にのへ三大ミート」
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市
長　

ま
ず
は
八
幡
下
・

橋
場
地
区
の
橋
梁
整
備

を
行
い
、
そ
の
後
に
金
田
一
地

区
と
考
え
て
い
る
。
整
備
に
は

多
額
の
費
用
を
要
し
、
国
の
財

政
支
援
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
採
択
に
向
け
て
は
、

ま
ず
は
整
備
の
趣
旨
、
目
的
、

効
果
を
明
確
に
す
る
た
め
、
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
位

置
づ
け
を
行
い
、
そ
の
後
、
国

や
県
に
対
し
て
整
備
の
必
要
性
、

重
要
性
に
つ
い
て
訴
え
た
い
と

考
え
て
い
る
。
八
幡
下
・
橋
場

地
区
の
整
備
区
間
に
つ
い
て
は
、

当
初
示
し
て
い
る
と
お
り
、
可

能
な
限
り
10
年
間
程
度
で
の
完

成
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。　

い
う
選
択
を
促
し
た
い
。
ま

た
、
病
児
保
育
事
業
や
本
年
に

開
始
を
予
定
し
て
い
る
産
前
産

後
母
子
支
援
事
業
な
ど
、
安

心
し
て
子
育
て
に
臨
め
る
環

　
　
　

限
界
集
落
に
当
て
は
ま

　
　
　

る
集
落
は
ど
れ
ほ
ど
あ

る
か
。
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
達
成
の

具
体
的
方
策
は
。　
　
　
　
　

　
　
　

市
長　

平
成
30
年
４
月

　
　
　

１
日
、
65
歳
以
上
の

高
齢
者
が
人
口
の
50
％
以
上

を
占
め
て
い
る
町
内
会
等
は
、

１
６
１
組
織
中
29
組
織
で
あ

り
、
18
％
を
占
め
て
い
る
。
町

内
会
の
な
い
地
域
は
、
行
政

区
を
単
位
と
し
て
集
計
を
行
っ

た
。
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
人

口
の
50
％
以
上
を
占
め
て
い
る

組
織
の
中
に
は
、
人
口
が
ご
く

少
数
の
組
織
も
あ
る
が
、
隣
接

す
る
組
織
と
連
携
し
て
敬
老
会

な
ど
の
行
事
を
合
同
で
開
催

す
る
な
ど
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
運
営
を
行
っ
て
い
る
。

若
い
世
代
の
転
出
な
ど
に
よ
る

社
会
減
が
人
口
減
少
の
大
き

な
要
因
で
あ
る
。
若
者
の
転

出
理
由
の
１
つ
に
、
希
望
す

る
職
種
が
な
い
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。
地
域
企
業
や
農
林
畜

産
業
の
積
極
的
な
経
営
戦
略
を

支
援
す
る
こ
と
で
若
者
の
地

元
に
帰
る
、
地
元
に
残
る
と

答

人
労
働
者
の
増
加
に
伴
い
外
国

人
労
働
者
へ
の
各
種
支
援
や
受

け
入
れ
る
企
業
へ
の
支
援
、
そ

し
て
地
域
の
住
民
と
し
て
受
け

入
れ
る
側
の
意
識
の
醸
成
が
必

要
に
な
っ
て
く
る
。
４
月
か
ら

市
の
組
織
機
構
再
編
で
外
国
人

対
応
窓
口
を
つ
く
り
、
各
種
相

談
や
問
題
対
応
の
検
討
を
進
め

て
い
く
。

　
　
　

国
の
幼
児
教
育
・
保
育

　
　
　

の
無
償
化
方
針
に
つ
い

て
、
無
償
化
が
実
施
さ
れ
た
場

合
の
二
戸
市
の
財
政
負
担
は
。

ま
た
、
利
用
者
増
加
が
想
定
さ

れ
る
か
。
認
可
外
保
育
所
も
公

費
負
担
の
対
象
に
な
る
こ
と
で

保
育
の
質
の
低
下
や
保
育
基
準

の
形
骸
化
の
心
配
は
な
い
の
か
。

　
　
　

市
長　

平
成
31
年
10

　
　
　

月
か
ら
無
償
化
が
実
施

さ
れ
た
場
合
、
平
成
29
年
度
実

績
を
も
と
に
試
算
す
る
と
平
成

31
年
度
４
３
０
０
万
の
減
、
平

成
32
年
度
１
７
０
０
万
減
と
見

境
を
充
実
さ
せ
、
若
い
世
代

の
子
育
て
の
応
援
を
進
め
る
。

加
え
て
、
現
在
強
力
に
進
め

て
い
る
公
民
連
携
ま
ち
再
生

事
業
や
に
の
へ
型
テ
ロ
ワ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
業
、
小
中
学
校
や
高
校
に
お

け
る
歴
史
や
先
人
に
理
解
を
深

め
る
機
会
の
提
供
な
ど
、
本
市

の
強
み
を
最
大
限
に
生
か
し
、

交
流
人
口
の
拡
大
や
Ｕ
、
Ｉ
タ

ー
ン
の
増
へ
つ
な
げ
た
い
。　

　

八
幡
下
・
橋
場
地
区
、

金
田
一
地
区
橋
梁
整
備

の
見
通
し
は
。　
　

市
長
新
年
度
に
組
織

再
編
を
行
い
、
前
期
基

本
計
画
を
推
進
す
る
体
制
を
整

え
つ
つ
部
下
等
と
の
事
務
分
掌

の
見
直
し
を
進
め
、
事
務
の
平

準
化
を
目
指
す
。
ま
た
、
平
成

31
年
度
中
に
勤
怠
管
理
シ
ス
テ

ム
の
導
入
を
予
定
し
て
い
る
。

教
育
長　

平
成
31
年
度

中
に
勤
務
状
況
管
理
シ

ス
テ
ム
の
導
入
を
予
定
。
安
全

衛
生
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

は
既
に
複
数
校
で
設
置
済
。
今

後
全
校
設
置
を
促
し
て
い
く
。

ま
た
、
今
あ
る
二
戸
市
ス
ポ
ー

ツ
活
動
指
針
の
見
直
し
を
行
い

二
戸
市
立
中
学
校
部
活
動
運
営

方
針
を
策
定
す
る
予
定
し
て
い

る
。

込
ま
れ
る
。
二
戸
市
の
場
合
３

歳
か
ら
５
歳
の
子
ど
も
の
95
％

が
保
育
施
設
を
利
用
し
て
い
る

状
況
で
あ
り
、
無
償
化
に
よ
る

入
所
者
増
の
影
響
は
少
な
い
と

考
え
る
。
市
内
に
あ
る
認
可
外

保
育
施
設
等
は
定
員
６
人
以
上

で
あ
り
、
認
可
外
保
育
施
設
指

導
監
督
基
準
が
適
用
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

働
き
改
革
に
つ
い
て
、

昨
年
関
連
法
が
成
立
し
、

今
年
４
月
施
行
さ
れ
る
。
市
職

員
及
び
教
職
員
の
長
時
間
労
働

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

外
国
人
労
働
者
受
け
入
れ
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

新
年
度
か
ら
専
用
窓
口
を
設
置

　
　
　

外
国
人
労
働
者
受

　
　
　

け
入
れ
拡
大
に
よ
る

二
戸
市
へ
の
影
響
と
課
題
及

び
今
後
の
対
応
は
。　
　

　
　
　

市
長　

平
成
30
年
10
月

　
　
　

末
現
在
、
二
戸
地
域
の

技
能
実
習
生
は
２
６
３
人
、
う

ち
78
人
が
市
内
事
業
所
で
勤
務

し
て
い
る
。
今
後
も
人
口
減
少

が
進
む
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、

外
国
人
労
働
は
求
人
難
解
消
の

有
効
な
選
択
肢
と
考
え
る
。
一

方
で
、
賃
金
の
高
い
地
域
に
外

国
人
労
働
者
が
集
中
す
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
る
。
今
後
、
外
国

問答

問 問

鈴木 忠幸 議員

問答

二戸市病児保育施設「あいほっと」

答 答

外国人労働者の増加が
予想される
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取
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　

高
齢
者
を
は
じ
め
弱
者

　
　
　

向
け
歩
行
者
通
行
道
の

除
排
雪
対
策
を
示
せ
。

　
　
　

市
長　

市
道
の
除
雪
作

　
　
　

業
は
車
道
で
10
㌢
以
上
、

作
業
の
完
了
時
間
は
、
原
則
７

時
30
分
ま
で
と
し
て
い
る
。
除

雪
作
業
で
発
生
す
る
玄
関
前
な

ど
の
雪
処
理
は
、
各
家
庭
で
取

り
除
く
よ
う
広
報
等
で
お
願
い

し
て
い
る
。
排
雪
作
業
は
、
除

雪
車
が
入
れ
な
い
市
街
地
の
路

地
や
金
田
一
の
旧
国
道
、
浄
法

寺
の
旧
県
道
な
ど
、
通
学
路
を

対
象
と
し
て
い
る
。
随
時
通
学

路
等
の
安
全
確
保
に
対
応
し
て

い
る
。

　
　
　

熊
な
ど
が
鳥
獣
対
策
の

　
　
　

的
に
さ
れ
て
き
た
が
新

た
に
イ
ノ
シ
シ
が
近
隣
市
町
村

で
目
撃
さ
れ
、
生
息
域
拡
大
の

兆
候
が
あ
る
。
対
応
策
は
。

　
　
　

市
長　

二
戸
市
の
イ
ノ

　
　
　

シ
シ
ら
し
い
動
物
出
没

状
況
は
浄
法
寺
谷
地
屋
敷
と
白

鳥
両
地
区
の
住
民
か
ら
目
撃
情

報
が
あ
っ
た
。
30
年
度
の
二
戸

管
内
の
イ
ノ
シ
シ
目
撃
情
報
は

一
戸
町
６
件
、
軽
米
町
２
件
で

イ
ノ
シ
シ
の
生
息
域　
　

　
　
　
　

拡
大
の
対
応
は

　
　

  

こ
れ
ま
で
農
産
物
の

　
　
　

輸
入
自
由
化
対
策
は
一

時
的
救
済
や
時
限
的
な
新
規
事

業
の
対
応
だ
。
市
の
経
済
的
影

響
額
と
長
期
展
望
に
立
っ
た

所
得
、
価
格
保
障
の
考
え
は
。

　
　
　

市
長　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
Ｅ
Ｐ

　
　
　

Ａ
と
い
っ
た
経
済
連
携

協
定
に
よ
る
攻
め
の
世
界
的
な

輸
出
拡
大
を
図
る
と
述
べ
て
い

る
が
、
外
国
産
農
産
物
が
大
量

に
入
っ
て
く
る
可
能
性
が
あ

り
、
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
の

問
題
を
抱
え
て
い
る
日
本
農

業
が
、
さ
ら
に
打
撃
を
受
け
る

の
で
は
と
懸
念
さ
れ
る
。
本
市

は
急
激
な
影
響
は
な
い
と
見
込

ま
れ
る
が
、
長
期
的
に
は
影
響

を
念
頭
に
市
場
動
向
を
注
視
す

る
。
所
得
補
償
、
価
格
保
障
制

度
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
農
業
災

害
補
償
制
度
は
、
価
格
低
下
に

よ
る
収
入
減
は
対
象
外
で
農
業

経
営
全
体
を
対
象
と
し
て
い
な

い
等
の
課
題
が
あ
っ
た
。
農
業

者
の
経
営
努
力
で
は
避
け
ら
れ

な
い
収
入
減
少
を
考
慮
し
、
総

体
的
に
減
収
補
填
す
る
農
業
経

営
収
入
保
険
制
度
が
創
設
さ
れ

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

カ
ー
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
２
０
１
８

を
開
催
し
、
１
０
０
名
以
上
の

参
加
者
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い

る
。
今
後
も
県
や
関
係
団
体
、

専
門
分
野
の
方
々
の
皆
様
の
ご

意
見
を
い
た
だ
き
、
公
民
連
携

に
よ
る
施
設
整
備
の
可
能
性
に

つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
ま
い
り

た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

農
産
物
自
由
化
に
よ
る
地
方
再
生
策
は

農
業
従
事
者
の
育
成
確
保
と
経
営
の
強
化
に
努
め
る

問

一 般 問質

可
能
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
ま

た
、
市
の
立
地
的
条
件
を
生
か

し
、
大
規
模
な
大
会
等
が
誘
致

で
き
れ
ば
、
経
済
効
果
も
高
く
、

市
に
と
っ
て
新
た
な
交
流
の
拠

点
と
な
り
得
る
施
設
と
な
る
と

思
っ
て
い
る
。
カ
ー
リ
ン
グ
人

口
の
拡
大
に
お
い
て
は
、
地
元

カ
シ
オ
ペ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
協
会

が
月
２
回
の
体
験
教
室
を
開
催

す
る
ほ
か
、
若
い
カ
ー
リ
ン
グ

愛
好
家
が
新
た
な
団
体
「
ミ
ラ

イ
リ
ン
ク
」
を
立
ち
上
げ
、
平

昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
男
子
代
表
の

両
角
選
手
を
招
い
て
、
初
め
て

ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
捉
え

て
い
る
。
二
戸
型
カ
ー
リ
ン
グ

場
の
建
設
に
つ
い
は
、
こ
れ
ま

で
も
施
設
建
設
の
財
源
確
保
、

運
営
主
体
と
運
営
経
費
の
見
通

し
、
カ
ー
リ
ン
グ
人
口
の
拡
大

の
大
き
く
３
つ
の
課
題
を
解
決

で
き
る
か
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

で
あ
る
と
説
明
し
て
き
た
。
今

回
提
案
の
維
持
管
理
運
営
費
は
、

市
の
カ
ー
リ
ン
グ
を
取
り
巻
く

状
況
や
自
ら
の
経
験
を
も
と
に

試
算
し
て
い
た
だ
き
、
昨
年
度

業
務
委
託
し
た
日
本
総
合
研
究

所
の
提
案
と
比
較
す
る
と
、
収

入
に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
同

等
額
の
２
１
３
０
万
円
、
支

出
に
つ
い
て
は
、
約
半
分
の

２
０
６
５
万
円
と
い
う
内
容
で

収
支
差
約
60
万
円
の
利
益
が
上

が
る
と
の
試
算
で
あ
る
。
収
入

の
確
保
を
見
込
む
た
め
に
カ
ー

リ
ン
グ
体
験
や
ビ
ジ
ネ
ス
研
修

を
初
め
と
す
る
利
用
者
を
開
拓

し
、
施
設
稼
働
率
を
上
げ
る
努

力
を
す
る
こ
と
。
あ
わ
せ
て
施

設
管
理
に
お
け
る
人
的
体
制
に

つ
い
て
、
各
団
体
の
協
力
を
得

つ
つ
運
営
が
で
き
る
と
す
れ

ば
、
施
設
を
維
持
す
る
こ
と
は

自
立
し
た
カ
ー
リ
ン
グ
施
設
維
持
管
理
の
可
能
性
は

稼
働
率
向
上
・
人
的
体
制
構
築
に
よ
り
可
能

　
　
　

私
の
提
示
し
た
カ
ー
リ     

　
　
　

ン
グ
専
用
施
設
維
持
管

理
運
営
費
（
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
）
の
試
算
に
つ
い
て
、
可
能

性
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

　
　
　

市
長　

第
２
次
二
戸
市

　
　
　

総
合
計
画
に
も
記
載
し

て
い
る
と
お
り
、
芸
術
、
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
、
若
者
を
中

心
と
し
た
地
域
内
外
と
の
交
流

促
進
や
子
育
て
世
代
の
交
流
、

情
報
交
換
な
ど
、
人
の
交
流
機

能
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
、
カ

ー
リ
ン
グ
施
設
整
備
の
検
討
を

進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
ま

問答

　カーリングフェス２０１８の様子

田口 一男 議員 内沢 真申 議員

あ
る
。
市
の
イ
ノ
シ
シ
対
策
は
、

生
息
調
査
用
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ

や
捕
獲
用
の
大
型
箱
わ
な
を
２

台
保
有
し
状
況
を
見
な
が
ら
対

応
し
て
い
く
。
県
の
第
２
次
イ

ノ
シ
シ
管
理
計
画
及
び
二
戸
市

鳥
獣
被
害
防
止
計
画
に
基
づ
き
、

被
害
が
発
生
し
な
い
地
域
で
も

目
撃
情
報
が
あ
っ
た
場
合
、
予

察
捕
獲
の
実
施
に
よ
り
、
地
元

猟
友
会
等
々
の
協
力
を
得
て
、

問

弱
者
向
け
の
除
排
雪
対
策
を

問答
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若
年
性
認
知
症
の
方
に

　
　
　

対
す
る
就
労
の
対
応
に

つ
い
て
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

市
長　

若
年
性
認
知
症

　
　
　

の
方
の
雇
用
継
続
の
可

能
性
は
広
が
っ
て
い
る
。
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
な
ど
全
国
の
支
援
機

関
で
は
、
若
年
性
認
知
症
の
方

の
就
労
に
伴
い
、
助
成
金
の
支

給
や
相
談
窓
口
の
設
置
な
ど
各

種
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る
。

市
と
し
て
は
、
支
援
機
関
と
連

携
し
て
い
く
。
若
年
性
認
知
症

の
発
症
に
よ
り
一
般
雇
用
の
就

労
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
に

は
、
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業

所
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業

所
、
就
労
移
行
支
援
事
業
所
の

利
用
に
よ
る
支
援
を
行
う
。　

取
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　

高
齢
者
を
は
じ
め
弱
者

　
　
　

向
け
歩
行
者
通
行
道
の

除
排
雪
対
策
を
示
せ
。

　
　
　

市
長　

市
道
の
除
雪
作

　
　
　

業
は
車
道
で
10
㌢
以
上
、

作
業
の
完
了
時
間
は
、
原
則
７

時
30
分
ま
で
と
し
て
い
る
。
除

雪
作
業
で
発
生
す
る
玄
関
前
な

ど
の
雪
処
理
は
、
各
家
庭
で
取

り
除
く
よ
う
広
報
等
で
お
願
い

し
て
い
る
。
排
雪
作
業
は
、
除

雪
車
が
入
れ
な
い
市
街
地
の
路

地
や
金
田
一
の
旧
国
道
、
浄
法

寺
の
旧
県
道
な
ど
、
通
学
路
を

対
象
と
し
て
い
る
。
随
時
通
学

路
等
の
安
全
確
保
に
対
応
し
て

い
る
。

　
　
　

熊
な
ど
が
鳥
獣
対
策
の

　
　
　

的
に
さ
れ
て
き
た
が
新

た
に
イ
ノ
シ
シ
が
近
隣
市
町
村

で
目
撃
さ
れ
、
生
息
域
拡
大
の

兆
候
が
あ
る
。
対
応
策
は
。

　
　
　

市
長　

二
戸
市
の
イ
ノ

　
　
　

シ
シ
ら
し
い
動
物
出
没

状
況
は
浄
法
寺
谷
地
屋
敷
と
白

鳥
両
地
区
の
住
民
か
ら
目
撃
情

報
が
あ
っ
た
。
30
年
度
の
二
戸

管
内
の
イ
ノ
シ
シ
目
撃
情
報
は

一
戸
町
６
件
、
軽
米
町
２
件
で

　
　

  

こ
れ
ま
で
農
産
物
の

　
　
　

輸
入
自
由
化
対
策
は
一

時
的
救
済
や
時
限
的
な
新
規
事

業
の
対
応
だ
。
市
の
経
済
的
影

響
額
と
長
期
展
望
に
立
っ
た

所
得
、
価
格
保
障
の
考
え
は
。

　
　
　

市
長　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
Ｅ
Ｐ

　
　
　

Ａ
と
い
っ
た
経
済
連
携

協
定
に
よ
る
攻
め
の
世
界
的
な

輸
出
拡
大
を
図
る
と
述
べ
て
い

る
が
、
外
国
産
農
産
物
が
大
量

に
入
っ
て
く
る
可
能
性
が
あ

り
、
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
の

問
題
を
抱
え
て
い
る
日
本
農

業
が
、
さ
ら
に
打
撃
を
受
け
る

の
で
は
と
懸
念
さ
れ
る
。
本
市

は
急
激
な
影
響
は
な
い
と
見
込

ま
れ
る
が
、
長
期
的
に
は
影
響

を
念
頭
に
市
場
動
向
を
注
視
す

る
。
所
得
補
償
、
価
格
保
障
制

度
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
農
業
災

害
補
償
制
度
は
、
価
格
低
下
に

よ
る
収
入
減
は
対
象
外
で
農
業

経
営
全
体
を
対
象
と
し
て
い
な

い
等
の
課
題
が
あ
っ
た
。
農
業

者
の
経
営
努
力
で
は
避
け
ら
れ

な
い
収
入
減
少
を
考
慮
し
、
総

体
的
に
減
収
補
填
す
る
農
業
経

営
収
入
保
険
制
度
が
創
設
さ
れ

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答

　
　
　

　
　
　

風
疹
の
予
防
と
今
後
の

　
　
　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
。

　
　
　

市
長　

平
成
31
年
度
は
、

　
　
　

昭
和
47
年
４
月
２
日
か

ら
昭
和
54
年
４
月
１
日
に
生
ま

れ
た
男
性
に
対
し
て
ク
ー
ポ
ン

券
を
送
付
す
る
。
そ
の
ほ
か
の

対
象
者
に
は
、
平
成
32
年
度
以

降
、
国
か
ら
示
さ
れ
た
年
齢
区

分
の
方
に
対
し
、
順
次
ク
ー
ポ

ン
券
を
発
行
す
る
。
対
象
者

の
人
数
は
、
約
２
９
０
０
人

で
、
そ
の
う
ち
、
平
成
31
年
度

は
、
約
１
１
０
０
人
に
ク
ー
ポ

ン
券
を
送
付
す
る
。
残
り
の
約

１
８
０
０
人
に
は
、
平
成
32
年

度
か
ら
33
年
度
に
送
付
す
る
。

　
　
　

防
災
、
減
災
の
た
め
の

　
　
　

イ
ン
フ
ラ
等
の
機
能
維

持
は
。

　
　
　

市
長　

国
は
特
に
緊
急

　
　
　

に
実
施
す
べ
き
ハ
ー

あ
る
。
市
の
イ
ノ
シ
シ
対
策
は
、

生
息
調
査
用
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ

や
捕
獲
用
の
大
型
箱
わ
な
を
２

台
保
有
し
状
況
を
見
な
が
ら
対

応
し
て
い
く
。
県
の
第
２
次
イ

ノ
シ
シ
管
理
計
画
及
び
二
戸
市

鳥
獣
被
害
防
止
計
画
に
基
づ
き
、

被
害
が
発
生
し
な
い
地
域
で
も

目
撃
情
報
が
あ
っ
た
場
合
、
予

察
捕
獲
の
実
施
に
よ
り
、
地
元

猟
友
会
等
々
の
協
力
を
得
て
、

目撃が相次ぐ
イノシシ

ド
、
ソ
フ
ト
対
策
を
３
年
間
で

実
施
す
る
と
し
て
、
昨
年
12
月

に
防
災
減
災
国
土
強
靭
化
の
た

め
の
３
か
年
緊
急
対
策
を
取
り

ま
と
め
た
。
３
か
年
緊
急
対
策

に
基
づ
く
事
業
と
連
携
し
、
防

災
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
推
進
す

る
た
め
緊
急
自
然
災
害
防
止
対

策
債
が
新
設
さ
れ
た
。
充
当
率

１
０
０
％
、
交
付
税
措
置
70
％

と
大
変
有
利
な
起
債
と
な
っ
て

い
る
。
具
体
的
に
は
、
金
田
一

地
区
、
堀
野
地
区
、
長
嶺
地
区

の
排
水
路
整
備
を
予
定
し
て
い

る
。

防
災
・
減
災
国
土
強
靭
化
の
た
め
の
３
か
年
は

緊
急
対
策
事
業
の
防
災
イ
ン
フ
ラ
整
備
推
進

　
　
　

公
共
交
通
網
が
整
備
さ

　
　
　

れ
て
い
な
い
地
域
の
今

後
の
見
通
し
に
つ
い
て
。　
　

　
　
　

市
長　

こ
れ
ま
で
金
田

　
　
　

一
上
平
地
区
や
循
環
バ

ス
路
線
延
伸
を
行
い
、
４
月
か

ら
は
個
人
医
院
へ
の
延
伸
を
行

う
。
路
線
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
な

ど
各
公
共
交
通
機
関
の
特
性
を

生
か
し
総
合
的
な
見
直
し
が
必

要
。
今
後
、
公
共
交
通
網
形
成

計
画
で
は
、
交
通
空
白
地
帯
を

解
決
す
る
具
体
的
な
事
業
や
実

施
主
体
な
ど
、
住
民
と
一
体
と

な
り
検
討
し
て
い
く
。

「にこにこ号」循環バス

問答

答

米田 　誠 議員

問答

問答

問答
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一 般 問質

ア
と
な
っ
て
い
る
。
史
跡
九
戸

城
跡
第
２
次
整
備
基
本
計
画
に

基
づ
い
て
協
議
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
展
示
や
研
修

機
能
を
持
ち
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設

は
歴
史
民
俗
資
料
館
の
あ
り
方

も
含
め
検
討
し
て
い
く
。
公
民

連
携
推
進
地
域
で
民
間
主
導
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
地

区
で
も
あ
り
若
手
の
機
運
の
高

ま
り
を
大
切
に
し
て
、
歴
史
的

な
宝
を
次
代
に
つ
な
ぎ
た
い
と

考
え
て
い
る
。

保
有
施
設
の
維
持
更
新

費
用
の
見
通
し
と
課
題

は
。

　
　
　

市
長　

更
新
に
係
る
費

　
　
　

用
を
簡
便
に
推
計
で
き

る
総
務
省
更
新
費
用
ソ
フ
ト
で

試
算
し
た
結
果
、
今
後
40
年
間

で
１
７
７
７
億
円
、
年
平
均
費

用
は
約
44
億
円
と
見
込
ま
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
多
額
の
財

源
が
必
要
と
見
込
ま
れ
る
の
で
、

今
年
度
策
定
し
た
国
土
強
靭
化

計
画
と
も
整
合
性
を
図
り
有
利

な
補
助
金
等
も
検
討
し
な
が
ら

財
源
の
確
保
に
努
め
て
い
き
た

に
努
め
た
い
。
今
年
度
か
ら
国

の
地
方
創
生
交
付
金
を
活
用
し
、

に
の
へ
型
テ
ロ
ワ
ー
ル
事
業
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
交
流
人
口

拡
大
に
向
け
、
地
域
の
産
業
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
る
漆
、
日
本
酒
、
果
樹
、
畜

産
等
、
当
市
の
魅
力
を
効
果
的

に
発
信
す
る
仕
組
み
を
つ
く
り

な
が
ら
、
産
業
体
験
型
観
光
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

成
年
年
齢
を
18
歳
に
引

　
　
　

き
下
げ
る
こ
と
に
伴
う

　
　
　

12
月
末
ま
で
の
観
光
客

　
　
　

数
は
。
そ
の
結
果
を
ど

の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　

市
長　

昨
年
４
月
よ
り

　
　
　

新
し
い
方
式
で
観
光
客

数
の
算
定
の
数
字
の
集
計
を
始

め
て
い
る
。
４
月
か
ら
12
月
の

宿
泊
者
数
は
５
万
４
４
２
１
人

で
、
利
用
割
合
は
ビ
ジ
ネ
ス
利

用
が
７
割
、
観
光
利
用
が
３
割

と
い
う
現
状
で
あ
っ
た
。
利
用

内
容
と
し
て
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
利

用
は
二
戸
地
域
周
辺
で
の
大
型

事
業
に
よ
る
関
係
者
が
二
戸
を

拠
点
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

九
戸
城
の
整
備
と
連
動

　
　
　

し
た
ま
ち
づ
く
り
の
青

写
真
は
。

　
　
　

市
長　

九
戸
城
跡
周
辺

　
　
　

地
区
は
九
戸
城
を
起
点

と
し
て
町
並
み
が
形
成
さ
れ
、

歴
史
の
上
で
も
二
戸
の
政
治
や

経
済
文
化
の
中
心
と
し
て
発
展

し
た
地
域
で
あ
る
。
寺
社
仏
閣

な
ど
歴
史
的
な
資
産
も
集
中
し

て
お
り
、
歴
史
や
先
人
の
功
績

と
地
域
の
文
化
を
感
ず
る
エ
リ

観
光
・
交
流
人
口
拡
大
へ
の
施
策
は

産
業
体
験
型
観
光
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る

に
つ
い
て
は
撤
去
し
て
い
く
方

針
で
、
平
成
30
年
度
は
旧
白
鳥

研
修
所
を
撤
去
し
て
お
り
、
来

年
度
は
石
切
所
川
原
地
区
に

あ
る
旧
職
業
訓
練
校
を
撤
去

す
る
予
定
と
し
て
い
る
。　

　
　 公

共
施
設
の
老
朽
化
対
策
は

国
土
強
靭
化
計
画
と
整
合
性
を
図
り
つ
つ
財
源
確
保
に
努
め
る

公
共
施
設
等
の
現
状
の

把
握
は
。

　
　
　

市
長　

公
共
施
設
等
の

　
　
　

保
有
量
適
正
化
と
計

画
的
な
維
持
保
全
の
方
向
性

と
取
り
組
み
を
定
め
る
「
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
を

平
成
27
年
度
に
策
定
し
て
い

る
。
現
状
は
築
30
年
を
超
え

る
施
設
は
延
床
面
積
で
全
体

の
約
54
％
を
占
め
、
今
後
こ

れ
ら
の
建
替
え
や
、
大
規
模
改

修
な
ど
に
よ
る
更
新
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
利
活
用
の

予
定
が
な
い
老
朽
化
し
た
施
設

問 問

問

答答

撤去が予定される職業訓練校

答答

國分 敏彦 議員 駒木 　昇 議員

本
市
に
お
い
て
も
国
の
動
向
を

注
視
し
つ
つ
、
若
年
層
が
消
費

生
活
に
関
し
て
必
要
な
知
識
を

習
得
し
、
適
切
な
行
動
に
結
び

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
教

育
委
員
会
と
も
連
携
し
、
消

費
者
行
政
に
取
り
組
み
た
い
と

考
え
て
い
る
。
成
人
式
に
つ
い

て
は
国
の
情
報
を
的
確
に
捉
え
、

早
い
段
階
で
方
向
性
を
示
し
た
い
。

二
戸
市
と
し
て
の
課
題
は
。

　
　
　

市
長　

市
と
し
て
検
討

　
　
　

す
べ
き
課
題
と
し
て
消

費
者
行
政
と
成
人
式
の
２
点
が

想
定
さ
れ
る
。
１
人
で
有
効
な

契
約
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
年

齢
や
、
親
の
同
意
無
く
さ
ま
ざ

ま
な
意
思
決
定
を
で
き
る
年
齢

が
20
歳
か
ら
18
歳
に
変
更
さ
れ
、

女
性
の
婚
姻
開
始
年
齢
は
16
歳

か
ら
18
歳
に
引
き
上
げ
ら
れ
、

男
女
と
も
統
一
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
国
で
は
、
小
中
高
等
学

校
に
お
け
る
消
費
者
教
育
の
充

実
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

と
い
う
の
が
主
で
あ
る
。
観
光

利
用
に
つ
い
て
は
、
温
泉
地
域

へ
の
宿
泊
と
各
種
ス
ポ
ー
ツ
県

大
会
等
に
よ
る
宿
泊
利
用
状
況

で
あ
る
。
観
光
の
宿
泊
事
情
と

し
て
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
ス
ポ
ー

ツ
大
会
に
よ
り
市
内
に
宿
泊
で

き
な
い
と
の
話
も
伺
っ
て
お
り
、

県
北
地
域
の
宿
泊
施
設
が
不
足

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
八
戸
や

八
幡
平
へ
の
流
出
が
散
見
さ
れ

て
い
る
。
当
市
を
訪
れ
て
い
る

方
の
目
的
や
事
業
者
の
声
な
ど

を
含
め
て
、
今
後
の
観
光
施
策

に
活
用
で
き
る
デ
ー
タ
の
収
集

問答

九
戸
城
整
備
と
の
連
動

桜が映える九戸城跡
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一 般 問質

 　
　
　

学
童
保
育
支
援
員
の
配

　
　
　

置
は
保
育
の
安
全
と
質

を
確
保
す
る
た
め
に
従
う
べ
き

基
準
を
堅
持
し
、
１
施
設
に
常

勤
職
員
１
人
は
配
置
し
て
職
員

体
制
強
化
を
。

　
　
　

市
長　

国
の
運
営
指
針

　
　
　

に
従
い
常
時
２
人
以
上

の
職
員
配
置
、
う
ち
１
人
は
有

資
格
者
と
し
て
お
り
、
直
ち
に

基
準
緩
和
す
る
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。

　
　
　

子
育
て
支
援
に
逆
行
す

　
　
　

る
国
保
税
の
子
ど
も
の

均
等
割
は
宮
古
市
の
よ
う
に
減

免
を
。

　
　
　

市
長　

一
般
会
計
か
ら

　
　
　

国
保
会
計
へ
法
定
外
に

繰
り
出
す
こ
と
と
な
り
、
岩
手

県
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
に

沿
っ
た
も
の
で
な
い
。
国
が
行

う
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

国
保
税
の
減
免

に
努
め
た
い
。
今
年
度
か
ら
国

の
地
方
創
生
交
付
金
を
活
用
し
、

に
の
へ
型
テ
ロ
ワ
ー
ル
事
業
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
交
流
人
口

拡
大
に
向
け
、
地
域
の
産
業
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
る
漆
、
日
本
酒
、
果
樹
、
畜

産
等
、
当
市
の
魅
力
を
効
果
的

に
発
信
す
る
仕
組
み
を
つ
く
り

な
が
ら
、
産
業
体
験
型
観
光
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

成
年
年
齢
を
18
歳
に
引

　
　
　

き
下
げ
る
こ
と
に
伴
う

　
　
　

12
月
末
ま
で
の
観
光
客

　
　
　

数
は
。
そ
の
結
果
を
ど

の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　

市
長　

昨
年
４
月
よ
り

　
　
　

新
し
い
方
式
で
観
光
客

数
の
算
定
の
数
字
の
集
計
を
始

め
て
い
る
。
４
月
か
ら
12
月
の

宿
泊
者
数
は
５
万
４
４
２
１
人

で
、
利
用
割
合
は
ビ
ジ
ネ
ス
利

用
が
７
割
、
観
光
利
用
が
３
割

と
い
う
現
状
で
あ
っ
た
。
利
用

内
容
と
し
て
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
利

用
は
二
戸
地
域
周
辺
で
の
大
型

事
業
に
よ
る
関
係
者
が
二
戸
を

拠
点
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る

行
わ
れ
る
。
県
児
童
相
談
所
の

県
北
駐
在
で
は
３
人
の
児
童
相

談
員
が
対
応
し
て
い
る
。

　
　
　

教
育
長　

子
ど
も
の
心

　
　
　

身
の
成
長
と
人
格
形
成

に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
児
童

虐
待
は
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
。
教
職
員
は
発
見
し
や
す
い

立
場
に
あ
り
、
虐
待
被
害
の
児

童
生
徒
の
保
護
に
向
け
た
適
切

な
対
応
が
一
層
さ
れ
る
よ
う
各

学
校
に
指
導
と
支
援
を
し
て
い
く
。

二
戸
市
と
し
て
の
課
題
は
。

　
　
　

市
長　

市
と
し
て
検
討

　
　
　

す
べ
き
課
題
と
し
て
消

費
者
行
政
と
成
人
式
の
２
点
が

想
定
さ
れ
る
。
１
人
で
有
効
な

契
約
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
年

齢
や
、
親
の
同
意
無
く
さ
ま
ざ

ま
な
意
思
決
定
を
で
き
る
年
齢

が
20
歳
か
ら
18
歳
に
変
更
さ
れ
、

女
性
の
婚
姻
開
始
年
齢
は
16
歳

か
ら
18
歳
に
引
き
上
げ
ら
れ
、

男
女
と
も
統
一
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
国
で
は
、
小
中
高
等
学

校
に
お
け
る
消
費
者
教
育
の
充

実
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

と
い
う
の
が
主
で
あ
る
。
観
光

利
用
に
つ
い
て
は
、
温
泉
地
域

へ
の
宿
泊
と
各
種
ス
ポ
ー
ツ
県

大
会
等
に
よ
る
宿
泊
利
用
状
況

で
あ
る
。
観
光
の
宿
泊
事
情
と

し
て
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
ス
ポ
ー

ツ
大
会
に
よ
り
市
内
に
宿
泊
で

き
な
い
と
の
話
も
伺
っ
て
お
り
、

県
北
地
域
の
宿
泊
施
設
が
不
足

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
八
戸
や

八
幡
平
へ
の
流
出
が
散
見
さ
れ

て
い
る
。
当
市
を
訪
れ
て
い
る

方
の
目
的
や
事
業
者
の
声
な
ど

を
含
め
て
、
今
後
の
観
光
施
策

に
活
用
で
き
る
デ
ー
タ
の
収
集

　
　
　

児
童
虐
待
で
子
ど
も
の

　
　
　

命
が
奪
わ
れ
る
事
件
が

後
を
絶
た
な
い
。
相
談
担
当
職

員
の
常
勤
化
、
児
童
福
祉
士
の

二
戸
地
区
へ
の
常
駐
化
や
虐
待

未
然
防
止
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
構
築
等
の
強
化
を
。

　
　
　

市
長　

児
童
虐
待
の
相

　
　
　

談
や
通
告
が
あ
っ
た
場

合
、
速
や
か
に
子
ど
も
の
安
全

確
認
や
事
実
確
認
の
調
査
を
し
、

関
係
機
関
と
情
報
共
有
を
行
い
、

緊
急
性
が
高
い
と
判
断
さ
れ
る

案
件
は
県
児
童
相
談
所
へ
通
告

し
、
一
時
保
護
な
ど
の
措
置
が

幼
・
保
無
償
化
は
全
て
の
児
童
の
保
育
料
完
全
無
料
化
を
検
討
す
べ
き

若
い
世
代
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
た
め
に
何
が
必
要
か
、
総
合
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い

　
　
　

幼
・
保
の
無
償
化
は
０

　
　
　

 

～
２
歳
児
の
住
民
税

課
税
世
帯
は
対
象
外
、
給
食
費

の
実
費
徴
収
な
ど
問
題
が
あ
る
。

本
市
も
野
田
村
の
よ
う
に
全
て

の
児
童
の
完
全
無
料
化
を
す
べ

き
で
は
。

　
　
　

市
長　

国
の
責
任
で
実

　
　
　

施
す
べ
き
で
あ
る
。
現

在
実
施
し
て
い
る
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
策
定
基
礎

調
査
を
踏
ま
え
、
若
い
世
代
が

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て

る
た
め
に
何
が
必
要
か
、
総
合

的
に
検
討
し
て
い
く
。

問

問

答

問

子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
守
る
た
め
に

畠中 泰子 議員

●結婚（男女で 18 歳に統一）

●親の同意なしでクレジットカード
やローンの契約

● 10 年パスポート
の取得

●性同一性障害の人
の性別変更申し立て

成年年齢引き下げによる主な変化

18 歳からできる

学
童
保
育
支
援
員
の
配
置

問答

答児
童
虐
待
防
止
対
策

問答

成
年
年
齢
の
引
き
下
げ

答
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一 般 問質

受
け
と
め
に
つ
い
て
は
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
維
持
や
財
政

破
綻
の
リ
ス
ク
を
勘
案
し
、
財

政
の
健
全
化
に
十
分
配
慮
し
コ

ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考

え
て
い
る
。

介
護
認
定
者
で
特
に
希

望
し
て
も
施
設
に
入
所

で
き
な
い
で
い
る
待
機
者
の
現

況
と
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　

市
長　

現
在
要
介
護
認

　
　
　

定
者
１
８
０
０
人
中

と
し
て
は
公
民
連
携
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
や
漆
を
初
め
と
し
た

農
林
畜
産
業
や
国
内
外
に
通
用

す
る
商
品
づ
く
り
を
進
め
る
製

造
業
へ
の
支
援
、
テ
ロ
ワ
ー
ル

事
業
に
よ
る
地
域
資
源
を
産
業

に
結
び
つ
け
、
観
光
交
流
な
ど

に
取
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
子
育
て
で
き

る
環
境
と
奨
学
金
制
度
の
充
実
、

小
中
高
等
学
校
に
お
け
る
二
戸

の
歴
史
や
先
人
に
理
解
を
深
め

る
機
会
の
提
供
な
ど
を
交
流
人

口
の
拡
大
と
Ｕ
タ
ー
ン
の
増
に

つ
な
げ
た
い
。
持
続
可
能
性
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
口
減
少
が
本
格
的
に

進
む
時
、
国
の
施
策
に

期
待
す
る
だ
け
で
は
二
戸
市
の

現
状
の
持
続
可
能
性
を
維
持
す

る
こ
と
は
困
難
に
な
る
も
の
と

懸
念
さ
れ
る
。
市
長
の
認
識
と

対
応
策
は
。

　
　
　

市
長　

二
戸
市
人
口
ビ

　
　
　

ジ
ョ
ン
の
中
で
「
30
年

後
の
人
口
を
２
万
人
維
持
」
を

掲
げ
た
が
、
さ
ら
に
人
口
減
少

や
経
済
の
縮
小
が
進
む
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。
対
応
す
る
政
策

１
５
５
３
人
の
方
が
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る
。
特

養
待
機
者
は
17
人
と
な
っ
て
お

り
、
第
７
期
計
画
に
お
い
て
広

域
管
内
で
短
期
入
所
生
活
介
護

６
床
、
地
域
密
着
介
護
老
人
福

祉
施
設
６
床
の
増
床
を
盛
り
込

ん
で
い
る
。
必
要
で
あ
れ
ば
施

設
整
備
の
検
討
も
考
え
た
い
。

市
内
の
認
知
症
高
齢
者

は
１
２
８
８
人
で
高
齢

者
７
・
５
人
に
１
人
の
割
合
で

増
加
が
続
い
て
い
る
。
数
年
後

に
は
５
人
に
１
人
ま
で
増
加
す

る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
が
現
況

認
識
と
対
応
策
を
伺
い
た
い
。

市
長　

過
去
３
カ
年
だ

け
で
も
77
人
増
加
し
て

お
り
認
知
症
高
齢
者
が
自
分
ら

し
く
暮
し
続
け
る
た
め
の
地
域

づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
と
認
識

す
る
。
早
期
発
見
、
早
期
治
療

が
悪
化
を
防
ぐ
鍵
で
あ
る
こ
と

か
ら
サ
ポ
ー
ト
医
の
養
成
を
図

っ
て
お
り
来
年
度
も
継
続
養
成

し
た
い
。
市
民
全
体
の
見
守
り

や
家
族
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
強

化
し
た
い
。

本
格
的
人
口
減
少
時
代
到
来
へ
の
認
識
と
対
応
策
は

魅
力
的
な
雇
用
の
場
と
生
活
の
場
の
創
造
を
図
り
た
い

及川 正信 議員

問

介
護
及
び
認
知
症
対
策

問

答

答

２
月
13
日　

総
務
常
任
委
員
会
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会

２
月
14
日　

議
員
全
員
協
議
会
、
会
派
代
表
者
会
議
、

                  

議
会
運
営
委
員
会

２
月
18
日　

議
会
運
営
委
員
会

２
月
20
日
～
３
月
14
日　

平
成
31
年
第
１
回
定
例
会

３
月
１
日　

議
会
運
営
委
員
会

３
月
14
日　

議
会
運
営
委
員
会

３
月
25
日　

広
聴
広
報
委
員
会
広
報
部
会

３
月
27
日　

市
政
調
査
会
研
修
会

議会活動の報告 （２月から５月）
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
対
策

問

答

　二戸市議会では、他自治体の
議員の行政視察を受け入れてい
ます。平成 30 年度は日本一の生
産量を誇る浄法寺漆に関する「漆
産業の振興」や「漆掻き職人の後
継者育成」のほか「にのへブラン
ド海外発信事業」や「宝を生かし
たまちづくり」などのテーマにつ
いて、愛知県清須市議会他 10 団
体の皆様が来訪し、二戸市の特色
ある事業や取り組みについて視
察をされました。

平成 30 年度
行政視察受け入れ状況

地域全体での見守りやサ
ポートが必要

４
月
26
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
平
成
31
年
第
１
回
臨

                 

時
会

５
月
８
日　

広
聴
広
報
委
員
会
広
報
部
会

５
月
17
日　

議
会
改
革
検
討
委
員
会

５
月
22
日　

カ
シ
オ
ペ
ア
連
邦
議
会
議
員
協
議
会
役
員
会

５
月
28
日　

総
務
常
任
委
員
会
、
文
教
福
祉
常
任
委
員        

　
　
　
　
　

会
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会

５
月
30
日　

議
会
運
営
委
員
会
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　 　 活 動 報 告

ご意見箱 　このコーナーでは、クイズにご応募いただいた皆さまから寄せられた
ご意見などをご紹介します。

　金田一温泉センターを利用していま
す。どのように変わるのか、今からと
ても楽しみにしています。（堀野・64
歳女性）

　元号が変わっても、市政のことは選
ばれた方々に真剣に議論を深めて欲し
いです。

（浄法寺町・79 歳女性）

　今年度閉校する御返地中の卒業生で
す。小学校時代、たまに来るかっこう
号が、学校の図書館にはない本を持っ
てくる特別な存在という感じがしてよ
く利用していました。（福田・33歳男性）

　かっこう号は毎月市内から 20㌔も
離れた遠い所まで本を届けてくださっ
て本当にありがたいと思っています。
いつも楽しみに待っています。

（上斗米・91 歳女性）

　自分は何も言えない立場ですが、「ふ
るさと納税」をして返礼品をもらうと
いうことに対していつも不思議な思い
で聞いています。

（釜沢・59 歳女性）

　暑さ対策の記事はとても目に付きま
した。早くエアコン等で子どもたちが
快適に過ごせるようになって欲しいで
す。　　　　　　（石切所・31 歳女性）

　議員全員で構成する二戸市議会市政調査会（会長：新畑鉄男副
議長）では、市政各般にわたり調査、研究、協議を行い、市政の
運営に寄与し、その発展を図ることを目的として各種事業を行っ
ています。
　平成 30 年度事業として、３月 27 日に市役所１階会議室で研
修会を開催し、議員 14 人が参加しました。
　はじめに、二戸地区広域行政事務組合の田村圭一事務局長より

「第７期介護保険事業計画及びクリーンセンターの延命化」につ
いて講演いただき、計画の新規事業や二戸地区クリーンセンター
の延命化事業の概要及び今後の工事予定等説明を受けました。
　続いて、岩手県後期高齢者医療広域連合の小山泰光業務課長よ
り「後期高齢者医療制度を取り巻く情勢等」について講演いただ
き、医療制度の概要、被保険者・医療費・財政の状況、保険料軽
減特例の見直し等詳細に説明を受けました。
　参加した議員は熱心に耳を傾け、理解を深めていました。講師を務めた田村事務局長（上）と小山業

務課長（下）

市政調査会が研修会を開催

　平成 31 年４月 26 日に第１回臨時会が招集されました。
　市長より提出された議案 6 件全てが承認、原案のとおり
可決されました。

■ 議案第１号【専決処分の承認を求めることについて　
二戸市税条例等の一部を改正する条例】
■ 議案第２号【専決処分の承認を求めることについて　
平成 30 年度二戸市一般会計補正予算（第７号）】

補正額    △ 1,975 万円
■ 議案第 3 号【専決処分の承認を求めることについて　
平成 30 年度二戸市国民健康保険特別会計補正予算（第５
号）】                                                           補正額       △ 155 万円

平成 31年　第１回臨時会
■ 議案第 4 号【専決処分の承認を求めることについて
　平成 30 年度二戸市後期高齢者医療特別会計補正予算

（第２号）】　                                       補正額              58 万円
■ 議案第 5 号【二戸市復興産業集積区域における固定
資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例】
　東日本大震災の被災者等に係る国税関係法律の臨時特
例に関する法律の一部改正に伴い、所要の整備をするも
のです。
■ 議案第 6 号【特定公園施設の建設に係る費用負担に
関する協定の締結について】
　特定公園施設（金田一近隣公園）の建設に係る費用負
担に関する協定を締結するものです。
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市 長 演 述 等 に 対 す る 質 問 　 　

市長演述　　  ・
教育施政　  　方針説明
　　　　　  　に対する質問

　定例会初日に行われた　　　　　　　　市長演述と教育施政方針説明

に対し、５人の議員から　　　　　　　　質問がありました。

市長演述（要旨）
　地域課題の解決の積み重ね、その一歩一歩が、理想とする未来のまちへとつながります。
地域の声に耳を傾け、真摯にその課題と向き合ってまいります。加えて、観光や農業、そし
て再生可能エネルギーへの取り組みなど、地域が持つ資源、強みを最大に生かし、困難は柔
軟な発想と知恵により克服することで、現役世代の「安全安心で生きいきと暮らせる社会」
を実現し、将来の世代に「夢と希望が持てる社会」として、引き継いでまいります。

【主要施策】地方創生の推進・稼ぐまちづくり・漆産業の振興・子育て支援の充実・未来に向
けた人づくり

藤原　淳 市長

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

小笠原 清晃  議員

問  

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
お
け
る
団
体

支
援
の
窓
口
担
当
と
対
応
は
。

答  

教
育
委
員
会
が
窓
口
と
な
り
、

外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
窓
口
に
つ
い
て

体
育
協
会
を
は
じ
め
、
関
係
団
体
と
連
携
し
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を

図
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
関
係
団
体
と
連
絡
を
密
に
し
な
が
ら
活

動
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
本
年
度
創
設
し
た
若
者
元
気
づ
く
り

交
付
金
を
活
用
い
た
だ
き
、
若
者
の
交
流
機
会
と
二
戸
の
魅
力
発

信
を
促
進
さ
せ
た
い
。

問  

外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
窓
口
を
ど
こ
に
設
置
し
て
ど
の

よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答  

政
策
推
進
課
内
に
外
国
人
受
け
入
れ
窓
口
を
設
置
す
る
。
多

岐
に
わ
た
る
課
題
が
予
想
さ
れ
、
各
課
か
ら
情
報
を
取
り
ま
と
め

て
各
種
相
談
に
対
応
す
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
。
市
国
際
交
流

協
会
、受
け
入
れ
企
業
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
情
報
収
集
に
努
め
、

外
国
人
が
住
民
生
活
に
不
足
し
て
い
る
も
の
を
把
握
し
な
が
ら
対

応
を
検
討
す
る
。

市
に
及
ぼ
す
経
済
効
果
と
観
光
に

生
か
す
政
策

及川  正信  議員

問  

ブ
ロ
イ
ラ
ー
産
業
が
市
に
及
ぼ

す
経
済
効
果
は
ど
う
か
。
観
光
に
生

か
す
政
策
は
。

に
の
へ
型
テ
ロ
ワ
ー
ル
の
取
り
組
み

答   

地
域
の
雇
用
を
支
え
、
市
経
済
を
支
え
る
大
き
な
柱
の
一
つ
。

ブ
ロ
イ
ラ
ー
は
農
場
、
処
理
場
、
輸
送
、
販
売
、
飼
料
、
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
等
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
に
携
わ
っ
て
い
る
。
今
後
も
公
民

一
体
と
な
っ
た
地
域
経
済
の
牽
引
役
の
ブ
ロ
イ
ラ
ー
産
業
を
維
持

発
展
さ
せ
た
い
。
二
戸
の
自
然
、
風
土
が
育
ん
だ
三
大
ミ
ー
ト
を

重
要
観
光
資
源
の
一
つ
と
し
て
、
に
の
へ
型
テ
ロ
ワ
ー
ル
と
し
て

展
開
し
た
い
。

問  

に
の
へ
型
テ
ロ
ワ
ー
ル
を
市
民
に
分
か
る
よ
う
に
具
体
性
の

あ
る
青
写
真
を
示
せ
。

答  

観
光
交
流
人
口
を
増
加
さ
せ
、
地
域
に
お
金
が
落
ち
る
仕
組

み
づ
く
り
が
大
切
で
、
稼
ぐ
地
域
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
。
二

戸
の
風
土
、
人
、
食
材
が
生
み
出
す
食
の
魅
力
を
生
か
し
、
市
民

や
各
団
体
・
事
業
者
の
方
々
と
連
携
し
、
二
戸
で
し
か
で
き
な
い

産
業
体
験
観
光
に
。
二
戸
で
漆
の
技
術
を
見
た
り
、
地
酒
を
飲
ん

で
も
ら
う
等
様
々
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
考
え
交
流
に
つ
な
げ
た
い
。

天
台
寺
周
辺
地
区
の
将
来
像

新畑  鉄男  議員

問  

旧
岡
本
小
学
校
跡
地
の
利
活
用

の
方
向
性
を
示
せ
。
根
本
か
ら
見
直

す
時
期
で
は
な
い
か
。

答  

現
在
進
め
て
い
る
公
民
連
携
ま
ち
再
生
事
業
の
中
で
重
点
地

域
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。
修
復
後
の
天
台
寺
、
歴
史
民
俗
資

料
館
、
収
蔵
庫
、
滴
生
舎
な
ど
が
連
動
し
、
エ
リ
ア
の
価
値
を
高

め
て
、
天
台
寺
や
漆
と
い
っ
た
地
域
の
宝
を
発
信
し
た
い
。
地
域

の
方
々
か
ら
意
見
を
も
ら
い
、
公
民
連
携
の
中
で
ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
事
業
を
含
め
て
の
地
域
エ
リ
ア
を
つ
く
り
愛
着
を
持
て
る
仕
組
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市長演述　　  ・
教育施政　  　方針説明
　　　　　  　に対する質問

　定例会初日に行われた　　　　　　　　市長演述と教育施政方針説明

に対し、５人の議員から　　　　　　　　質問がありました。

教育施政方針（要旨）
　昨今、人生 100 年時代という言葉がよく聞かれるようになりました。この言葉には、進行
する高齢化のみならず、長い人生を心豊かに生きるための、生涯を通じた学びの必要性と人
びとの学び続ける意欲が強く込められております。二戸市教育委員会といたしましては、児
童生徒が自ら学び、生き抜く力を養えるような施策はもとより、年齢を重ねるごとに感じる
歴史文化の面白みや、更なる知的関心を満たせるような施策の実施に尽力してまいります。

【分野別施策】学校教育の充実・生涯学習と社会教育の充実・芸術文化の振興・スポーツの推進鳩岡 矩雄 教育長

若
者
元
気
づ
く
り
交
付
金
と　
　

移
住
者
支
援

畠中  泰子  議員

問  

移
住
者
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
定
住
支
援
だ
け
か
。
市
で
産
ま
れ

育
っ
た
若
者
の
地
元
定
着
、
活
躍
支

援
策
も
必
要
で
は
。

教
職
員
の
勤
務
環
境
の
改
善

答  

若
者
元
気
づ
く
り
交
付
金
は
、
市
民
団
体
が
実
施
す
る
若
者

の
交
流
を
促
進
す
る
事
業
や
地
域
の
特
性
や
資
源
を
生
か
し
た
事

業
に
対
す
る
も
の
で
、今
年
度
は
、な
に
ゃ
と
や
ら
輪
踊
り
、カ
ー

リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に
対
し
て
支
援
し
た
。
移
住
定
住
支
援
は
、
移

住
体
験
の
支
援
、
住
居
家
賃
の
支
援
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
支
援

を
行
い
、
志
を
持
っ
て
移
住
を
希
望
す
る
人
た
ち
を
引
き
続
き
支

援
す
る
。

問  

教
職
員
の
時
間
外
勤
務
の
適
正
管
理
と
教
育
活
動
に
専
念
で

き
る
環
境
整
備
の
具
体
策
は
。

答  

校
長
等
管
理
職
が
出
退
勤
・
時
間
外
勤
務
を
管
理
、
把
握
す

る
こ
と
が
必
要
。
既
存
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
客
観
的
に
勤
務
状
況

を
確
認
す
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
い
。
パ
ソ
コ
ン
操
作
支
援
ス

タ
ッ
フ
・
図
書
館
支
援
員
の
派
遣
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
配

置
、
長
期
休
業
中
の
学
校
閉
庁
日
の
設
定
な
ど
、
休
暇
取
得
の
促

進
に
努
め
て
い
る
。
今
後
教
室
以
外
に
も
冷
房
設
備
設
置
を
予
定

し
、心
身
と
も
に
健
康
に
教
育
活
動
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

計
画
で
、
平
成
29
年
度
は
１
０
５
４
人
、
30
年
度
は
１
４
５
４
人

受
診
し
た
。う
ち
５
ポ
イ
ン
ト
達
成
の
割
合
は
、29
年
度
39
・
７
％
、

30
年
度
55
・
５
％
で
、
徐
々
に
定
着
し
て
き
て
お
り
、
未
受
診
者

が
受
診
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
３
年
間
の
成

果
や
課
題
を
改
め
て
検
証
の
う
え
31
年
度
に
判
断
す
る
。

問  

分
教
室
か
ら
分
校
へ
、
そ
れ
か
ら
独
立
校
へ
の
考
え
方
は
な

い
の
か
。
教
職
員
の
専
門
性
の
向
上
と
は
。

答  

二
戸
地
区
に
特
別
支
援
学
校
の
独
立
校
が
設
置
さ
れ
て
い
な

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
の　

成
果
と
継
続

米田 　 誠  議員

問  

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
の
２
年

間
の
成
果
と
来
年
度
の
取
り
組
み

は
。
今
後
の
事
業
の
継
続
は
。

答  

３
年
間
で
全
地
域
を
一
巡
す
る

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て

い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
独
立
校
の
設
置
を
県
に
強
く
要

望
す
る
。
教
職
員
の
知
識
・
技
能
向
上
を
目
的
に
、
特
別
支
援
教

育
の
理
解
や
指
導
に
対
す
る
教
育
研
修
会
を
開
催
す
る
と
と
も

に
、
各
学
校
で
行
わ
れ
る
研
修
へ
講
師
を
派
遣
す
る
等
の
取
り
組

み
を
行
い
、
教
職
員
の
専
門
性
を
向
上
す
る
支
援
を
し
て
い
る
。

浄
法
寺
診
療
所
医
師
確
保

み
に
し
て
い
く
。

問  

二
戸
医
師
会
、
二
戸
病
院
の
協
力
の
も
と
浄
法
寺
診
療
所
を

維
持
し
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。
嘱
託
医
、
訪
問
診
療
に
変
更
は

な
い
の
か
。
引
き
続
き
専
業
医
師
の
確
保
を
お
願
い
し
た
い
。　

答  

地
域
医
療
が
後
退
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
調
整
中
の
た
め
、

詳
細
に
つ
い
て
は
決
定
次
第
報
告
し
た
い
。
地
域
医
療
の
確
保
、

都
市
部
に
集
中
す
る
医
師
偏
在
の
是
正
に
向
け
て
、
全
国
市
長
会

等
を
通
じ
な
が
ら
要
望
し
て
い
く
。
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二戸市議会のメールアドレス 　　　　　　　　　　      gikai@city.ninohe.iwate.jp　

　　
（
令
和
）
第
１
号
と
な
り
ま
す

平
成
最
後
の
３
月
定
例
会
、
議
会

だ
よ
り
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
ま
で
、
市
民
の
皆
様
に
親
し

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
議
会
事

務
局
の
担
当
者
と
と
も
に
調
査
研

究
を
進
め
な
が
ら
、
よ
り
見
や
す

い
、
読
み
や
す
い
、
興
味
を
持
っ

て
い
た
だ
け
る
紙
面
を
目
指
し
て

努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

新
年
度
を
迎
え
、
市
の
職
員
体

制
も
一
新
い
た
し
ま
す
が
紙
面
改

革
を
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
担

当
職
員
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
新
体
制
の
も
と
、
更
な

る
議
会
広
報
の
充
実
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

  　
（
三
浦　

利
章　

記
）

広
聴
広
報
委
員
会

 
 
 

委 

員 

長　

内 

沢　

真 

申

 

（
広
報
部
会
）

 
 
 

部 

会 

長　

駒 

木　
　

 

昇

 
 
 

副
部
会
長 

 

畠 

中　

泰 

子

　

 

委 
 
 
 

員　

清 

水 
 

正 

敏

　

委　
　

員　

三 

浦　

利 

章　

に
の

へ
市

議
会

だ
よ

り
　

５
１

号

関
せき

　向
むかい

　優
ゆ み こ

美子さん　

　私が盛岡市から二戸市に移住して 15 年の歳月が経過しました。移り住んだばかりの頃は、見知ら
ぬ土地での暮らしに不安を感じておりました。その後３人の子宝を授かることができ、ようやく３番
目の子が小学校に通い始めました。工事中の通学路を地域の方々などに暖かく見守っていただきうれ
しく思っております。子育てをしていて感じることは、子どもたちが集まって遊べる場所が市内に

若い世代が地元で活躍できる街に

　このコーナーでは、市民の皆さまの

まちづくりに対する思いを紹介します。

　掲載を希望する方は、お気軽に二戸

市議会事務局へご連絡ください。

は少なく、防犯面でも気がかりなところがあるということです。
また、就学や就職で地元を離れる若者が多く、都市部と地方と
の格差が進んでいるように思います。若い世代が地元離れせず、
できるだけ人口が減少しないような街でいて欲しいと願います。

声 の

KOE NO HIROBA

ひろば

下の●に当てはまる言葉を入れてください。 

「小学校５・６年生を対象に　　
　●●●●●活用事業を始めます」　　　　　　　　　　　　　　

（5 文字）

議会だよりクイズ ▪ 応募方法　クイズの答えと住所、氏名、年齢、議会
へのご意見や議会だよりを読んだ感想などをご記入のう
え、ハガキやファックス、電子メールにてご応募くだ
さい。正解者の中から抽選で５人に二戸市共通商品券
1,000 円分をお贈りします。当選者の発表は発送をもっ
て代えさせていただきます。
※ご意見等は議会だよりの紙面でご紹介させていただく
ことがありますのでご了承ください。（氏名非公開）
▪ あて先　〒 028-6192 二戸市福岡字川又 47　二戸市
議会事務局　議会だより係／ FAX：0195-23-1633 ／メー
ル：gikai@city.ninohe.iwate.jp
▪ 締切　令和元年７月１日（月）※当日消印有効

よーく読めば答えが見つかる！

（ 　前回の答え…「館外での貸し出しサービスを行う移動図書館車かつこう号」 　応募者数 13 人、うち正解者数 12 人でした　）

右のＱＲコードからも
ホームページにアクセス

できます→

　本会議は当日の受付で傍聴できます。傍聴を希望する場合は、議会開催日に
市役所３階へお越しください。車椅子をご利用の方も傍聴可能です。
　また、市役所および浄法寺総合支所の１階ホールでは、テレビで議会中継を
見ることができます。　※３月定例会の傍聴者は 16 人 （延べ）でした。

　次回の定例会は、６月３日（月）に開会の予定です。
　詳しい日程につきましては、二戸市議会ホームページでご確認いただくか、
議会事務局までお問い合わせください。

６月定例会を
開催します

議会を傍聴
してみませんか

愛
なる

　美
み

ちゃん

（右から）


